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第
３
回
定
例
会
は
、
９
月
６
日
か

ら
９
月
16
日
ま
で
の
、
会
期
11
日
間

に
わ
た
り
開
催
さ
れ
ま
し
た
。 

令
和
３
年
度
の
各
会
計
決
算
は
、

本
会
議
初
日
に
提
案
さ
れ
、
延
べ
４

日
間
に
わ
た
り
行
わ
れ
た
決
算
審
査

に
つ
い
て
、
代
表
監
査
委
員
松
永 

健
太
郎
氏
に
よ
る
審
査
報
告
の
後
、

議
長
と
議
会
選
出
監
査
委
員
を
除
く

10
名
で
構
成
す
る
決
算
特
別
委
員
会

に
審
査
が
付
託
さ
れ
ま
し
た
。 

９
月
13
日
、
14
日
の
２
日
間
に
わ
た

り
開
会
さ
れ
た
決
算
特
別
委
員
会
で
、

内
容
説
明
、
質
疑
等
が
行
わ
れ
、
16

日
の
本
会
議
で
採
決
の
結
果
、
次
の

全
８
会
計
決
算
と
も
全
議
員
の
賛
成

に
よ
り
認
定
さ
れ
ま
し
た
。  

○
認
定
第
１
号 

 

一
般
会
計 

○
認
定
第
２
号 

 

都
民
の
森
管
理
運
営
事
業
特
別
会 

 

計 

○
認
定
第
３
号 

 

山
の
ふ
る
さ
と
村
管
理
運
営
事
業

特
別
会
計 

○
認
定
第
４
号 

国
民
健
康
保
険
特
別
会
計 

○
認
定
第
５
号 

 

後
期
高
齢
者
医
療
特
別
会
計 

○
認
定
第
６
号 

 

介
護
保
険
特
別
会
計 

○
認
定
第
７
号 

 

下
水
道
事
業
特
別
会
計 

○
認
定
第
８
号 

 

国
民
健
康
保
険
病
院
事
業
会
計 

 

 

 

令
和
３
年
度
の
奥
多
摩
町
に
お
け

る
全
８
会
計
の
決
算
書
類
は
、
関
係

法
令
に
準
じ
て
作
成
さ
れ
て
お
り
、

関
係
帳
簿
及
び
会
計
伝
票
並
び
に
証

明
書
類
と
も
照
合
の
結
果
、
決
算
の

計
数
に
誤
り
は
な
く
、
預
金
残
高
と

も
符
合
し
、
基
金
の
運
用
状
況
及
び 

予
算
の
執
行
も
適
正
か
つ
正
確
で
あ

り
、
歳
入
、
歳
出
と
も
妥
当
で
あ
っ
た

こ
と
を
認
め
る
。 

《《
令令
和和
３３
年年
度度
、、
奥奥
多多
摩摩
町町
にに
おお
けけ
るる

健健
全全
化化
判判
断断
比比
率率
算算
定定
書書
類類
及及
びび
資資

金金
不不
足足
比比
率率
算算
定定
書書
類類
にに
関関
すす
るる
審審

査査
のの
結結
果果
》》  

  

算
定
基
礎
事
項
を
記
載
し
た
書
類

と
チ
ェ
ッ
ク
表
と
を
照
合
の
結
果
、

計
数
等
は
、
全
て
正
確
で
、
適
正
に
書

類
が
作
成
さ
れ
て
い
た
。
そ
の
結
果
、

健
全
化
判
断
比
率
及
び
資
金
不
足
比

率
に
つ
い
て
は
と
も
に
良
好
で
あ
る

と
認
め
る
。 

 

 

 

決
算
特
別
委
員
会
で
は
、
次
の
こ

と
に
つ
い
て
、
質
疑
を
行
い
ま
し
た
。 

○
一
般
会
計 

・
ふ
る
さ
と
納
税
寄
付
金
・
一
般
分
の

内
容 

・
固
定
資
産
税
未
納
者
の
実
態 

・
職
員
研
修
の
内
容 

・
防
犯
灯
電
気
料
自
治
会
補
助
金
の

内
容
と
今
後
の
Ｌ
Ｅ
Ｄ
化 

・
ふ
る
さ
と
納
税
業
務
委
託
の
内
容 

・
少
子
化
対
策
事
業
費
の
内
容 

・
地
域
さ
さ
え
あ
い
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア

事
業
の
内
容
と
今
後
の
取
り
組
み 
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 2
・
高
齢
者
見
守
り
相
談
事
業
の
内
容 

・
介
護
保
険
事
業
費
の
内
容 

・
フ
ァ
ミ
リ
ー
サ
ポ
ー
ト
セ
ン
タ
ー

事
業
の
内
容 

・
環
境
保
全
等
看
板
設
置
工
事
の
内

容 

・
国
民
健
康
保
険
税
の
値
上
げ
を
一

年
遅
ら
せ
た
こ
と
に
よ
る
影
響 

・
生
ご
み
処
理
容
器
補
助
金
の
内
容 

・
農
作
物
有
害
鳥
獣
対
策
事
業
の
内

容 

・
観
光
ご
み
対
策
実
証
実
験
回
収
の

実
績
と
今
後
の
予
定 

・
奥
多
摩
小
屋
跡
地
の
活
用 

・
緊
急
捕
獲
委
託
（
特
別
捕
獲
）
と
市

町
村
捕
獲
の
内
容 

・
ツ
キ
ノ
ワ
グ
マ
緊
急
対
策
事
業
の

内
容 

・
環
境
政
策
推
進
事
業
（
木
材
買
い
取

り
事
業
）
の
内
容
と
今
後
の
展
開 

・
ワ
ラ
ビ
栽
培
管
理
業
務
委
託
の
内

容
と
今
後
の
展
開 

・
準
中
型
自
動
車
免
許
取
得
補
助
金

の
内
容 

・
雨
量
観
測
シ
ス
テ
ム
の
内
容 

・
耐
震
性
貯
水
槽
設
置
工
事
の
内
容 

・
第
一
分
団
丹
三
郎
詰
所
実
施
設
計

委
託
の
内
容 

・
ワ
サ
ビ
田
災
害
復
旧
工
事
の
内 

容 

・
文
化
会
館
ベ
ビ
ー
シ
ー
ト
設
置
工

事
の
内
容 

・
準
要
保
護
等
児
童
就
学
援
助
事
業

費
の
内
容 

・
中
学
校
制
服
に
つ
い
て 

・
古
里
小
プ
ー
ル
監
視
業
務
委
託
の

内
容 

○
国
民
健
康
保
険
特
別
会
計 

・
被
保
険
者
短
期
証
、
資
格
証
明
書
の

発
行
状
況 

・
未
納
者
に
対
す
る
町
の
対
応 

○
介
護
保
険
特
別
会
計 

・
介
護
予
防
事
業
の
効
果 

・
一
般
介
護
予
防
事
業
（
運
動
機
能
向

上
ト
レ
ー
ニ
ン
グ
）
の
内
容 

・
シ
ニ
ア
筋
ト
レ
ル
ー
ム
「
に
っ
古
里
」

駐
車
場
に
つ
い
て 

 

 
 

 

次
の
議
案
が
提
出
さ
れ
、
い
ず
れ

も
議
員
の
賛
成
多
数
に
よ
り
、
原
案

の
と
お
り
承
認
、
可
決
さ
れ
ま
し
た
。 

 

 
 
 

【 

条 
 

例 

】 
 
 
 

 

○
議
案
第
44
号 

 

奥
多
摩
町
町
税
賦
課
徴
収
条
例
等

の
一
部
を
改
正
す
る
条
例 

○
議
案
第
45
号 

 

奥
多
摩
町
議
会
議
員
及
び
奥
多
摩

町
長
の
選
挙
に
お
け
る
選
挙
運
動

の
公
費
負
担
に
関
す
る
条
例
の
一

部
を
改
正
す
る
条
例 

○
議
案
第
46
号 

奥
多
摩
町
一
般
職
の
職
員
の
育
児

休
業
等
に
関
す
る
条
例
の
一
部
を

改
正
す
る
条
例 

 

 
 
 

【 

報 
 

告 

】 
 
 
 

 

○
報
告
第
２
号 

 

令
和
３
年
度
決
算
に
お
け
る
奥
多

摩
町
健
全
化
判
断
比
率 

○
報
告
第
３
号 

 

令
和
３
年
度
決
算
に
お
け
る
奥
多

摩
町
資
金
不
足
比
率 

○
報
告
第
４
号 

 

奥
多
摩
町
教
育
委
員
会
の
権
限
に

属
す
る
事
務
の
管
理
及
び
執
行
状

況
の
点
検
及
び
評
価
（
令
和
３
年

度
分
） 

 
 
 

【 

補
正
予
算 

】 
 
 
 

 
 

○
議
案
第
47
号 

一
般
会
計
（
第
２
号
） 

〇
議
案
第
48
号 

 

都
民
の
森
管
理
運
営
事
業
特
別
会 

計
（
第
１
号
） 

〇
議
案
第
49
号 

山
の
ふ
る
さ
と
村
管
理
運
営
事
業

特
別
会
計
（
第
１
号
） 

○
議
案
第
50
号 

 

国
民
健
康
保
険
特
別
会
計
（
第
１

号
） 

○
議
案
第
51
号 

 

後
期
高
齢
者
医
療
特
別
会
計
（
第 

１
号
） 

○
議
案
第
52
号 

 

介
護
保
険
特
別
会
計
（
第
１
号
） 

  
 
 

【 

契 

約 

】 
 
 

 
 

○
議
案
第
53
号 

 

氷
川
渓
谷
遊
歩
道
災
害
復
旧
工
事

請
負
契
約
の
変
更 

  
 
 

【 

人 
 

事 

】 
 
 

 
 

○
議
案
第
54
号 
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奥
多
摩
町
教
育
委
員
会
教
育
長
の

任
命
の
同
意 

教
育
委
員
会
教
育
長 

若
菜
伸
一
氏

の
任
期
満
了
に
伴
い
、
次
の
方
を
任

命
す
る
こ
と
に
同
意
し
ま
し
た
。 

・・
野野
崎崎  

喜喜
久久
美美  
氏氏
（（
新新
任任
））  

（（
羽羽
村村
市市
栄栄
町町
１１
丁丁
目目
１１
番番
地地
3344

号号
））  

○
議
案
第
55
号 

 

奥
多
摩
町
教
育
委
員
会
委
員
の
任

命
の
同
意 

・
小
峰 

一
郎 

氏
（
再
任
） 

（
奥
多
摩
町
氷
川
425
番
地
） 

 

 

 

審
議
さ
れ
た
の
は
、
陳
情
１
件
で
、

次
の
よ
う
に
決
定
し
ま
し
た
。 

 

【 

不
採
択
と
し
た
も
の 

】 
 

○
陳
情
第
2
号 

建
設
ア
ス
ベ
ス
ト
被
害
の
全
面
解
決

へ
、
ア
ス
ベ
ス
ト
建
材
製
造
企
業
の

基
金
拠
出
等
、「
特
定
石
綿
被
害
建
設

業
務
労
働
者
等
に
対
す
る
給
付
金
等

の
支
給
に
関
す
る
法
律
」
の
改
正
を

求
め
る
、
国
へ
の
意
見
書
を
求
め
る

陳
情
書 

賛賛
否否
がが
分分
かか
れれ
たた
議議
案案  

                          

  

 

〇
澤
本 

幹
男
議
員
（
４
ペ
ー
ジ
） 

・
氷
川
地
区
と
古
里
地
区
の
人
口
差
５５０
人

に
つ
い
て 

 

・
地
籍
調
査
事
業
に
つ
い
て 

〇
石
田 

芳
英
議
員
（
４
ペ
ー
ジ
） 

・
Ｉ
Ｃ
Ｔ
に
よ
る
獣
害
対
策
に
つ
い
て 

 

〇
相
田
恵
美
子
議
員
（
５
ペ
ー
ジ
） 

・
奥
多
摩
町
に
お
け
る
投
票
支
援
に
つ
い

て 

〇
木
村 

 

圭
議
員
（
５
ペ
ー
ジ
） 

・
学
校
運
営
協
議
会
、
小
学
校
の
あ
り
方
検

討
委
員
会
に
つ
い
て 

〇
原
島 

幸
次
議
員
（
６
ペ
ー
ジ
） 

・
災
害
弱
者
の
逃
げ
遅
れ
の
防
止
に
つ
い

て 

〇
宮
野 

 

亨
議
員
（
６
ペ
ー
ジ
） 

・
サ
ニ
タ
リ
ー
ボ
ッ
ク
ス
を
男
性
ト
イ
レ

に
も
設
置
を 

・
心
の
豊
か
さ
と
幸
福
度
に
つ
い
て 

〇
小
山 

辰
美
議
員
（
７
ペ
ー
ジ
） 

・
人
口
減
少
に
負
け
な
い
奥
多
摩
町
を
目

指
し
て 

〇
伊
藤 

英
人
議
員
（
７
ペ
ー
ジ
） 

・
奥
多
摩
町
の
庁
舎
建
設
、
将
来
像
、
シ
ビ

ッ
ク
プ
ラ
イ
ド
、
ロ
ー
カ
ル
ア
イ
デ
ン
テ

ィ
テ
ィ
、
Ｓ
Ｄ
Ｇ
ｓ
に
つ
い
て 

 

〇
森
田 

紀
子
議
員
（
８
ペ
ー
ジ
） 

・
核
シ
ェ
ル
タ
ー
に
つ
い
て 

・
奥
多
摩
町
に
お
け
る
外
国
人
施
策
に
つ

い
て 

〇
大
澤
由
香
里
議
員
（
８
ペ
ー
ジ
） 

・
治
療
と
仕
事
の
両
立
支
援
に
つ
い
て 

・
青
梅
線
の
ワ
ン
マ
ン
化
に
つ
い
て 

 

 

  

※※議議長長はは、、裁裁決決にに加加わわららなないいがが

賛賛否否同同数数のの場場合合はは議議長長がが決決裁裁

ししまますす。。  

陳陳情情第第 22 号号ににつついいててはは、、経経済済厚厚

生生常常任任委委員員会会ににてて「「不不採採択択すすべべ

ききもものの」」とと決決定定ししてて本本会会議議３３日日

（（９９月月９９日日））にに「「不不採採択択」」ととすす

るるここととにに賛賛成成かか反反対対のの採採決決をを

諮諮りりままししたた。。  

【【賛賛成成・・・・・・〇〇  反反対対・・・・・・××】】  

令令和和４４年年第第３３回回定定例例会会でではは、、1100 名名のの議議員員がが一一般般質質問問をを行行いい

ままししたた。。  

ここここでではは、、紙紙面面のの都都合合にによよりり、、内内容容をを要要約約ししてて質質問問者者順順にに

掲掲載載ししてていいまますす。。質質問問・・答答弁弁のの全全文文はは、、1111 月月中中旬旬頃頃よよりり、、ホホ

ーームムペペーージジでで閲閲覧覧ででききまますす。。（（町町ホホーームムペペーージジ～～町町議議会会～～会会議議

記記録録（（結結果果））））町町ホホーームムペペーージジはは、、ススママーートトフフォォンン・・タタブブレレッッ

トト端端末末等等ででももごご覧覧いいたただだけけまますす。。ままたた、、町町内内各各図図書書館館ででもも会会

議議録録ををごご覧覧いいたただだけけまますす。。 

ＱＲコード 
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原
島
　
幸
次

高
橋
　
邦
男

宮
野
　
　
亨

石
田
　
芳
英

小
峰
　
陽
一

澤
本
　
幹
男

大
澤 

由
香
里

木
村
　
　
圭

小
山
　
辰
美

相
田 

恵
美
子

森
田
　
紀
子

伊
藤
　
英
人

議　
員
名
　

　
議案番号
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陳情

第２号

 3

奥
多
摩
町
教
育
委
員
会
教
育
長
の

任
命
の
同
意 

教
育
委
員
会
教
育
長 

若
菜
伸
一
氏

の
任
期
満
了
に
伴
い
、
次
の
方
を
任

命
す
る
こ
と
に
同
意
し
ま
し
た
。 

・・
野野
崎崎  

喜喜
久久
美美  

氏氏
（（
新新
任任
））  

（（
羽羽
村村
市市
栄栄
町町
１１
丁丁
目目
１１
番番
地地
3344

号号
））  

○
議
案
第
55
号 

 

奥
多
摩
町
教
育
委
員
会
委
員
の
任

命
の
同
意 

・
小
峰 

一
郎 

氏
（
再
任
） 

（
奥
多
摩
町
氷
川
425
番
地
） 

 

 

 

審
議
さ
れ
た
の
は
、
陳
情
１
件
で
、

次
の
よ
う
に
決
定
し
ま
し
た
。 

 

【 

不
採
択
と
し
た
も
の 

】 
 

○
陳
情
第
2
号 

建
設
ア
ス
ベ
ス
ト
被
害
の
全
面
解
決

へ
、
ア
ス
ベ
ス
ト
建
材
製
造
企
業
の

基
金
拠
出
等
、「
特
定
石
綿
被
害
建
設

業
務
労
働
者
等
に
対
す
る
給
付
金
等

の
支
給
に
関
す
る
法
律
」
の
改
正
を

求
め
る
、
国
へ
の
意
見
書
を
求
め
る

陳
情
書 

賛賛
否否
がが
分分
かか
れれ
たた
議議
案案  
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※※議議長長はは、、裁裁決決にに加加わわららなないいがが

賛賛否否同同数数のの場場合合はは議議長長がが決決裁裁

ししまますす。。  

陳陳情情第第 22 号号ににつついいててはは、、経経済済厚厚

生生常常任任委委員員会会ににてて「「不不採採択択すすべべ

ききもものの」」とと決決定定ししてて本本会会議議３３日日

（（９９月月９９日日））にに「「不不採採択択」」ととすす

るるここととにに賛賛成成かか反反対対のの採採決決をを

諮諮りりままししたた。。  

【【賛賛成成・・・・・・〇〇  反反対対・・・・・・××】】  

令令和和４４年年第第３３回回定定例例会会でではは、、1100 名名のの議議員員がが一一般般質質問問をを行行いい

ままししたた。。  

ここここでではは、、紙紙面面のの都都合合にによよりり、、内内容容をを要要約約ししてて質質問問者者順順にに

掲掲載載ししてていいまますす。。質質問問・・答答弁弁のの全全文文はは、、1111 月月中中旬旬頃頃よよりり、、ホホ

ーームムペペーージジでで閲閲覧覧ででききまますす。。（（町町ホホーームムペペーージジ～～町町議議会会～～会会議議

記記録録（（結結果果））））町町ホホーームムペペーージジはは、、ススママーートトフフォォンン・・タタブブレレッッ

トト端端末末等等ででももごご覧覧いいたただだけけまますす。。ままたた、、町町内内各各図図書書館館ででもも会会

議議録録ををごご覧覧いいたただだけけまますす。。 
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ままししたた。。  

ここここでではは、、紙紙面面のの都都合合にによよりり、、内内容容をを要要約約ししてて質質問問者者順順にに

掲掲載載ししてていいまますす。。質質問問・・答答弁弁のの全全文文はは、、1111 月月中中旬旬頃頃よよりり、、ホホ
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質質
問問
１１
今今
年年
７７
月月
１１
日日
のの
奥奥
多多
摩摩
町町
のの

人人
口口
はは
４４
８８
１１
５５
人人
でで
特特
養養
ホホ
ーー
ムム
等等
をを

除除
くく
人人
口口
でで
氷氷
川川
地地
区区
がが
１１
８８
４４
２２
人人
、、

古古
里里
地地
区区
がが
２２
３３
９９
２２
人人
とと
人人
口口
差差
555500

人人
でで
ああ
るる
。。
ここ
のの
差差
はは
1100
年年
前前
かか
らら
拡拡
大大

しし
てて
いい
るる
。。
少少
子子
化化
対対
策策
をを
推推
進進
しし
てて
きき

てて
、、
古古
里里
地地
区区
にに
偏偏
っっ
てて
しし
まま
っっ
たた
わわ
けけ

でで
はは
なな
いい
がが
、、
ここ
のの
氷氷
川川
地地
区区
とと
古古
里里
地地

区区
のの
人人
口口
差差
555500
人人
のの
現現
状状
をを
どど
うう
受受
けけ

止止
めめ
てて
いい
るる
のの
かか
、、
ここ
れれ
かか
らら
どど
のの
様様
なな

具具
体体
的的
人人
口口
対対
策策
をを
とと
っっ
てて
いい
くく
のの
かか
。。  

質質
問問
２２
町町
でで
はは
地地
籍籍
調調
査査
事事
業業
をを
平平
成成

1177
年年
度度
日日
原原
地地
区区
かか
らら
開開
始始
しし
、、
古古
里里
地地

区区
はは
大大
丹丹
波波
、、
川川
井井
、、
梅梅
沢沢
、、
丹丹
三三
郎郎
、、

小小
丹丹
波波
、、
棚棚
沢沢
、、
白白
丸丸
のの
順順
でで
進進
めめ
らら
れれ

たた
がが
、、
同同
じじ
古古
里里
地地
区区
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もも
全全
てて
完完
了了
しし
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記記
所所
へへ
送送
付付
まま
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了了
しし
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地地
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れれ
ばば
そそ
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るる
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終終
了了
予予
定定
はは
いい
つつ
頃頃
かか
。。
現現
況況
状状
況況
はは
。。  

  

平平
成成
1177
年年
度度
かか
らら
1166
年年
経経
過過
しし
てて
いい
るる

がが
作作
業業
をを
早早
くく
進進
めめ
るる
方方
法法
はは
なな
いい
のの
かか
。。  

  

            

町
長
１
町
の
人
口
は
昭
和
30
年
の
誕
生

時
１
万
５
千
人
を
超
え
て
い
た
。
町
で
は
最

大
の
課
題
で
あ
る
人
口
減
少
へ
の
取
り
組

み
と
し
て
少
子
化
対
策
と
定
住
化
対
策
を

積
極
的
に
推
進
し
て
き
た
。
氷
川
地
区
は
奥

多
摩
駅
周
辺
一
帯
が
若
者
定
住
促
進
ゾ
ー

ン
で
あ
り
、
定
住
対
策
用
地
や
空
き
家
情
報

を
収
集
し
て
活
用
を
図
り
引
き
続
き
人
口

減
少
対
策
等
各
種
施
策
を
推
進
し
て
い
く
。 

町
長
２
町
は
土
地
所
有
者
の
協
力
に
よ
り

毎
年
計
画
的
に
調
査
を
実
施
し
て
き
て
い

る
。
し
か
し
土
地
所
有
者
の
境
界
確
認
の
立

会
い
が
行
わ
れ
な
い
場
合
、
保
留
地
と
な
り
、

そ
の
保
留
地
解
消
を
図
り
な
が
ら
進
め
る

た
め
時
間
を
要
し
て
い
る
。
境
界
の
確
認
が

で
き
な
い
場
合
は
筆
界(

ひ
っ
か
い)

未
定

と
な
る
が
、
保
留
地
を
筆
界
未
定
と
し
た
場

合
は
そ
の
隣
接
地
も
筆
界
未
定
と
な
る
。
終

了
は
令
和
23
年
度
予
定
。
今
後
は
調
査
や

立
会
い
の
連
絡
調
整
を
ス
ム
ー
ズ
に
行
い
、

諸
課
題
に
取
り
組
み
保
留
地
の
解
消
・
解
決

に
努
め
る
。 

           

質質
問問
今今
年年
はは
クク
ママ
、、
ササ
ルル
、、
シシ
カカ
、、
イイ
ノノ

シシ
シシ
なな
どど
のの
出出
没没
件件
数数
がが
多多
くく
なな
りり
、、
苗苗

木木
やや
作作
物物
なな
どど
のの
被被
害害
がが
多多
くく
なな
っっ
てて
きき

てて
いい
るる
。。
対対
策策
とと
しし
てて
はは
電電
気気
柵柵
のの
設設
置置
、、

カカ
カカ
シシ
設設
置置
、、
獣獣
感感
知知
セセ
ンン
ササ
ーー
とと
音音
にに

よよ
るる
威威
嚇嚇
のの
器器
具具
なな
どど
でで
対対
応応
ささ
れれ
てて
いい

るる
がが
、、
動動
物物
もも
慣慣
れれ
てて
くく
るる
とと
対対
応応
行行
動動

をを
とと
るる
よよ
うう
にに
なな
りり
、、
次次
第第
にに
効効
きき
目目
がが

減減
少少
しし
てて
くく
るる
。。
獣獣
害害
被被
害害
にに
よよ
りり
、、
営営

農農
意意
欲欲
のの
減減
退退
、、
耕耕
作作
放放
棄棄
地地
のの
増増
加加
、、

離離
農農
なな
どど
のの
影影
響響
がが
危危
惧惧
ささ
れれ
、、ささ
らら
にに
、、

野野
生生
動動
物物
とと
人人
間間
のの
距距
離離
がが
接接
近近
しし
、、
住住

宅宅
地地
にに
もも
出出
没没
すす
るる
ここ
とと
かか
らら
人人
へへ
のの
被被

害害
もも
今今
後後
懸懸
念念
ささ
れれ
るる
。。
他他
のの
所所
でで
はは
ＩＩ

ＣＣ
ＴＴ
をを
活活
用用
しし
たた
『『
鳥鳥
獣獣
対対
策策
監監
視視
シシ
スス

テテ
ムム
：：
アア
ニニ
ママ
ルル
ウウ
オオ
ッッ
チチ
ャャ
ーー
とと
捕捕
獲獲

機機
械械
のの
運運
用用
』』やや
、、『『
囲囲
いい
罠罠
にに
よよ
るる
捕捕
獲獲
』』

なな
どど
、、
ＩＩ
ＣＣ
ＴＴ
をを
活活
用用
しし
たた
対対
策策
事事
例例
がが

見見
受受
けけ
らら
れれ
るる
。。
①①
奥奥
多多
摩摩
町町
にに
おお
けけ
るる

野野
生生
動動
物物
のの
生生
息息
数数
とと
年年
間間
捕捕
獲獲
件件
数数
はは
。。

②②
ＩＩ
ＣＣ
ＴＴ
をを
活活
用用
しし
たた
獣獣
害害
対対
策策
のの
所所
見見

にに
つつ
いい
てて
。。  

  
  
  
  
  
  
  
  
  
  

  

            

町
長
①
東
京
都
管
理
計
画
に
よ
る
と
多
摩

地
域
に
お
け
る
ニ
ホ
ン
ジ
カ
の
生
息
数
約

３
千
５
百
頭
と
推
定
、
東
京
都
調
査
に
よ
る

と
、
奥
多
摩
町
に
お
け
る
ニ
ホ
ン
ザ
ル
の
生

息
数
は
約
200
頭
、
ツ
キ
ノ
ワ
グ
マ
の
生
息

数
は
約
100
頭
か
ら
200
頭
と
推
定
さ
れ
る
。

そ
の
他
の
野
生
動
物
の
町
内
に
お
け
る
生

息
数
は
把
握
で
き
て
い
な
い
。
令
和
３
年
度

の
捕
獲
実
績
と
し
て
は
、
ニ
ホ
ン
ジ
カ
270

頭
、
イ
ノ
シ
シ
15
頭
、
サ
ル
０
頭
、
ハ
ク
ビ

シ
ン
16
頭
、
タ
ヌ
キ
20
頭
、
ア
ナ
グ
マ
０

頭
、
ア
ラ
イ
グ
マ
14
頭
、
ツ
キ
ノ
ワ
グ
マ
２

頭
と
な
っ
て
い
る
。  

②
同
じ
獣
害
被
害
に
悩
む
全
国
の
自
治
体

に
お
い
て
Ｉ
Ｃ
Ｔ
を
活
用
し
た
様
々
な
獣

害
対
策
が
行
わ
れ
て
い
る
。
猟
友
会
の
捕
獲

作
業
の
効
率
化
や
負
担
軽
減
に
つ
な
が
る

も
の
で
も
あ
り
、
猟
友
会
の
意
見
も
聞
き
、

ま
た
Ｉ
Ｃ
Ｔ
を
活
用
し
た
獣
害
対
策
を
行

っ
て
い
る
自
治
体
の
効
果
な
ど
も
検
証
し

な
が
ら
、
検
討
し
て
い
く
。  

問問  

11  

氷氷
川川
地地
区区
とと
古古
里里
地地
区区
のの
人人
口口
差差
555500
人人
にに
つつ
いい
てて  
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地地
籍籍
調調
査査
事事
業業
にに
つつ
いい
てて  

問問  

ＩＩ
ＣＣ
ＴＴ
にに
よよ
るる
獣獣
害害
対対
策策
にに
つつ
いい
てて  

答 

効
果
等
検
証
し
て
検
討
し
て
い
く  

答 

１ 

引
続
き
少
子
化
対
策
と
定
住
化
対
策
を
推
進
す
る 

２ 

境
界
確
認
が
で
き
な
い
「
保
留
地
」
の
解
消
に
取
り
組
む 

清新会 

澤本
さわもと

 幹男
みきお

議員 

 

都民ファーストの会 

石田
い し だ

 芳
よし

英
ひで

議員 

4

 

            

質質
問問
１１
今今
年年
７７
月月
１１
日日
のの
奥奥
多多
摩摩
町町
のの

人人
口口
はは
４４
８８
１１
５５
人人
でで
特特
養養
ホホ
ーー
ムム
等等
をを

除除
くく
人人
口口
でで
氷氷
川川
地地
区区
がが
１１
８８
４４
２２
人人
、、

古古
里里
地地
区区
がが
２２
３３
９９
２２
人人
とと
人人
口口
差差
555500

人人
でで
ああ
るる
。。
ここ
のの
差差
はは
1100
年年
前前
かか
らら
拡拡
大大

しし
てて
いい
るる
。。
少少
子子
化化
対対
策策
をを
推推
進進
しし
てて
きき

てて
、、
古古
里里
地地
区区
にに
偏偏
っっ
てて
しし
まま
っっ
たた
わわ
けけ

でで
はは
なな
いい
がが
、、
ここ
のの
氷氷
川川
地地
区区
とと
古古
里里
地地

区区
のの
人人
口口
差差
555500
人人
のの
現現
状状
をを
どど
うう
受受
けけ

止止
めめ
てて
いい
るる
のの
かか
、、
ここ
れれ
かか
らら
どど
のの
様様
なな

具具
体体
的的
人人
口口
対対
策策
をを
とと
っっ
てて
いい
くく
のの
かか
。。  

質質
問問
２２
町町
でで
はは
地地
籍籍
調調
査査
事事
業業
をを
平平
成成

1177
年年
度度
日日
原原
地地
区区
かか
らら
開開
始始
しし
、、
古古
里里
地地

区区
はは
大大
丹丹
波波
、、
川川
井井
、、
梅梅
沢沢
、、
丹丹
三三
郎郎
、、

小小
丹丹
波波
、、
棚棚
沢沢
、、
白白
丸丸
のの
順順
でで
進進
めめ
らら
れれ

たた
がが
、、
同同
じじ
古古
里里
地地
区区
でで
もも
全全
てて
完完
了了
しし

てて
登登
記記
所所
へへ
送送
付付
まま
でで
終終
了了
しし
てて
いい
るる
地地

区区
もも
ああ
れれ
ばば
そそ
うう
でで
なな
いい
地地
区区
もも
ああ
るる
。。  

終終
了了
予予
定定
はは
いい
つつ
頃頃
かか
。。
現現
況況
状状
況況
はは
。。  

  

平平
成成
1177
年年
度度
かか
らら
1166
年年
経経
過過
しし
てて
いい
るる

がが
作作
業業
をを
早早
くく
進進
めめ
るる
方方
法法
はは
なな
いい
のの
かか
。。  

  

            

町
長
１
町
の
人
口
は
昭
和
30
年
の
誕
生

時
１
万
５
千
人
を
超
え
て
い
た
。
町
で
は
最

大
の
課
題
で
あ
る
人
口
減
少
へ
の
取
り
組

み
と
し
て
少
子
化
対
策
と
定
住
化
対
策
を

積
極
的
に
推
進
し
て
き
た
。
氷
川
地
区
は
奥

多
摩
駅
周
辺
一
帯
が
若
者
定
住
促
進
ゾ
ー

ン
で
あ
り
、
定
住
対
策
用
地
や
空
き
家
情
報

を
収
集
し
て
活
用
を
図
り
引
き
続
き
人
口

減
少
対
策
等
各
種
施
策
を
推
進
し
て
い
く
。 

町
長
２
町
は
土
地
所
有
者
の
協
力
に
よ
り

毎
年
計
画
的
に
調
査
を
実
施
し
て
き
て
い

る
。
し
か
し
土
地
所
有
者
の
境
界
確
認
の
立

会
い
が
行
わ
れ
な
い
場
合
、
保
留
地
と
な
り
、

そ
の
保
留
地
解
消
を
図
り
な
が
ら
進
め
る

た
め
時
間
を
要
し
て
い
る
。
境
界
の
確
認
が

で
き
な
い
場
合
は
筆
界(

ひ
っ
か
い)

未
定

と
な
る
が
、
保
留
地
を
筆
界
未
定
と
し
た
場

合
は
そ
の
隣
接
地
も
筆
界
未
定
と
な
る
。
終

了
は
令
和
23
年
度
予
定
。
今
後
は
調
査
や

立
会
い
の
連
絡
調
整
を
ス
ム
ー
ズ
に
行
い
、

諸
課
題
に
取
り
組
み
保
留
地
の
解
消
・
解
決

に
努
め
る
。 

           

質質
問問
今今
年年
はは
クク
ママ
、、
ササ
ルル
、、
シシ
カカ
、、
イイ
ノノ

シシ
シシ
なな
どど
のの
出出
没没
件件
数数
がが
多多
くく
なな
りり
、、
苗苗

木木
やや
作作
物物
なな
どど
のの
被被
害害
がが
多多
くく
なな
っっ
てて
きき

てて
いい
るる
。。
対対
策策
とと
しし
てて
はは
電電
気気
柵柵
のの
設設
置置
、、

カカ
カカ
シシ
設設
置置
、、
獣獣
感感
知知
セセ
ンン
ササ
ーー
とと
音音
にに

よよ
るる
威威
嚇嚇
のの
器器
具具
なな
どど
でで
対対
応応
ささ
れれ
てて
いい

るる
がが
、、
動動
物物
もも
慣慣
れれ
てて
くく
るる
とと
対対
応応
行行
動動

をを
とと
るる
よよ
うう
にに
なな
りり
、、
次次
第第
にに
効効
きき
目目
がが

減減
少少
しし
てて
くく
るる
。。
獣獣
害害
被被
害害
にに
よよ
りり
、、
営営

農農
意意
欲欲
のの
減減
退退
、、
耕耕
作作
放放
棄棄
地地
のの
増増
加加
、、

離離
農農
なな
どど
のの
影影
響響
がが
危危
惧惧
ささ
れれ
、、ささ
らら
にに
、、

野野
生生
動動
物物
とと
人人
間間
のの
距距
離離
がが
接接
近近
しし
、、
住住

宅宅
地地
にに
もも
出出
没没
すす
るる
ここ
とと
かか
らら
人人
へへ
のの
被被

害害
もも
今今
後後
懸懸
念念
ささ
れれ
るる
。。
他他
のの
所所
でで
はは
ＩＩ

ＣＣ
ＴＴ
をを
活活
用用
しし
たた
『『
鳥鳥
獣獣
対対
策策
監監
視視
シシ
スス

テテ
ムム
：：
アア
ニニ
ママ
ルル
ウウ
オオ
ッッ
チチ
ャャ
ーー
とと
捕捕
獲獲

機機
械械
のの
運運
用用
』』やや
、、『『
囲囲
いい
罠罠
にに
よよ
るる
捕捕
獲獲
』』

なな
どど
、、
ＩＩ
ＣＣ
ＴＴ
をを
活活
用用
しし
たた
対対
策策
事事
例例
がが

見見
受受
けけ
らら
れれ
るる
。。
①①
奥奥
多多
摩摩
町町
にに
おお
けけ
るる

野野
生生
動動
物物
のの
生生
息息
数数
とと
年年
間間
捕捕
獲獲
件件
数数
はは
。。

②②
ＩＩ
ＣＣ
ＴＴ
をを
活活
用用
しし
たた
獣獣
害害
対対
策策
のの
所所
見見

にに
つつ
いい
てて
。。  

  
  
  
  
  
  
  
  
  
  

  

            

町
長
①
東
京
都
管
理
計
画
に
よ
る
と
多
摩

地
域
に
お
け
る
ニ
ホ
ン
ジ
カ
の
生
息
数
約

３
千
５
百
頭
と
推
定
、
東
京
都
調
査
に
よ
る

と
、
奥
多
摩
町
に
お
け
る
ニ
ホ
ン
ザ
ル
の
生

息
数
は
約
200
頭
、
ツ
キ
ノ
ワ
グ
マ
の
生
息

数
は
約
100
頭
か
ら
200
頭
と
推
定
さ
れ
る
。

そ
の
他
の
野
生
動
物
の
町
内
に
お
け
る
生

息
数
は
把
握
で
き
て
い
な
い
。
令
和
３
年
度

の
捕
獲
実
績
と
し
て
は
、
ニ
ホ
ン
ジ
カ
270

頭
、
イ
ノ
シ
シ
15
頭
、
サ
ル
０
頭
、
ハ
ク
ビ

シ
ン
16
頭
、
タ
ヌ
キ
20
頭
、
ア
ナ
グ
マ
０

頭
、
ア
ラ
イ
グ
マ
14
頭
、
ツ
キ
ノ
ワ
グ
マ
２

頭
と
な
っ
て
い
る
。  

②
同
じ
獣
害
被
害
に
悩
む
全
国
の
自
治
体

に
お
い
て
Ｉ
Ｃ
Ｔ
を
活
用
し
た
様
々
な
獣

害
対
策
が
行
わ
れ
て
い
る
。
猟
友
会
の
捕
獲

作
業
の
効
率
化
や
負
担
軽
減
に
つ
な
が
る

も
の
で
も
あ
り
、
猟
友
会
の
意
見
も
聞
き
、

ま
た
Ｉ
Ｃ
Ｔ
を
活
用
し
た
獣
害
対
策
を
行

っ
て
い
る
自
治
体
の
効
果
な
ど
も
検
証
し

な
が
ら
、
検
討
し
て
い
く
。  

問問  

11  

氷氷
川川
地地
区区
とと
古古
里里
地地
区区
のの
人人
口口
差差
555500
人人
にに
つつ
いい
てて  
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地地
籍籍
調調
査査
事事
業業
にに
つつ
いい
てて  

問問  

ＩＩ
ＣＣ
ＴＴ
にに
よよ
るる
獣獣
害害
対対
策策
にに
つつ
いい
てて  

答 

効
果
等
検
証
し
て
検
討
し
て
い
く  

答 

１ 

引
続
き
少
子
化
対
策
と
定
住
化
対
策
を
推
進
す
る 

２ 

境
界
確
認
が
で
き
な
い
「
保
留
地
」
の
解
消
に
取
り
組
む 

清新会 

澤本
さわもと

 幹男
みきお

議員 

 

都民ファーストの会 

石田
い し だ

 芳
よし

英
ひで

議員 

令和４年 11月５日発行 町 議 会 だ よ り 第 203 号（4）

問	

１	

氷
川
地
区
と
古
里
地
区
の
人
口
差
550
人
に
つ
い
て

	

２	

地
籍
調
査
事
業
に
つ
い
て

問	

Ｉ
Ｃ
Ｔ
に
よ
る
獣
害
対
策
に
つ
い
て

答	

１	

引
続
き
少
子
化
対
策
と
定
住
化
対
策
を
推
進
す
る

	

２	

境
界
確
認
が
で
き
な
い
「
保
留
地
」
の
解
消
に
取
り
組
む

答	

効
果
等
検
証
し
て
検
討
し
て
い
く



 5

 

            

質質
問問
平平
成成
2255
年年
にに
公公
職職
選選
挙挙
法法
がが
改改
正正

ささ
れれ
成成
年年
被被
後後
見見
人人
のの
選選
挙挙
権権
がが
回回
復復
しし

たた
ここ
とと
でで
、、
投投
票票
支支
援援
とと
いい
うう
課課
題題
もも
表表

面面
化化
しし
てて
きき
たた
。。
ここ
のの
７７
月月
にに
ＮＮ
ＨＨ
ＫＫ
のの

ハハ
ーー
トト
ネネ
ッッ
トト
ＴＴ
ＶＶ
でで
放放
映映
ささ
れれ
たた
「「
みみ

んん
なな
のの
選選
挙挙
」」
はは
反反
響響
もも
大大
きき
くく
、、
投投
票票

支支
援援
のの
ああ
りり
方方
がが
問問
わわ
れれ
てて
いい
るる
とと
痛痛
感感

しし
たた
。。  

障障
害害
者者
にに
限限
らら
ずず
高高
齢齢
者者
がが
半半
数数
でで
ああ
るる

奥奥
多多
摩摩
町町
でで
はは
、、
平平
等等
にに
そそ
しし
てて
スス
ムム
ーー

ズズ
にに
投投
票票
がが
行行
わわ
れれ
るる
機機
会会
のの
確確
保保
はは
大大

切切
でで
ああ
るる
。。
すす
でで
にに
町町
はは
投投
票票
時時
のの
送送
迎迎

をを
行行
っっ
てて
おお
りり
、、
投投
票票
支支
援援
にに
前前
向向
きき
なな

姿姿
勢勢
でで
ああ
るる
。。  

①①
障障
害害
のの
ああ
るる
方方
、、
高高
齢齢
者者
のの
方方
のの
選選
挙挙

時時
のの
合合
理理
的的
配配
慮慮
はは
。。
②②
記記
号号
式式
投投
票票
のの

導導
入入
はは
今今
後後
必必
要要
とと
なな
るる
とと
思思
うう
がが
町町
のの

考考
ええ
はは
。。
③③
中中
山山
地地
区区
、、
小小
河河
内内
地地
区区
等等

のの
投投
票票
時時
のの
送送
迎迎
はは
、、
他他
のの
地地
区区
にに
もも
拡拡

充充
すす
べべ
きき
だだ
とと
思思
うう
がが
。。  

町
長
①
町
で
は
「
代
理
投
票
」
や
「
点
字

投
票
」
等
、
高
齢
者
や
障
害
を
お
持
ち
の 

      

方
へ
の
投
票
支
援
（
サ
ポ
ー
ト
）
や
各
投

票
所
で
は
眼
鏡
、
ル
ー
ペ
、
杖
ホ
ル
ダ
ー

の
設
置
な
ど
を
行
っ
て
い
る
。
高
齢
者
や

障
害
を
お
持
ち
の
方
、
並
び
に
全
て
の
有

権
者
が
安
全
で
安
心
し
て
投
票
が
出
来

る
よ
う
努
め
て
い
く
。 

②
私
た
ち
の
選
挙
で
は
候
補
者
名
や
政

党
名
を
書
く
「
自
書
式
投
票
」
と
い
う
方

式
が
採
用
さ
れ
て
い
る
が
、
地
方
公
共
団

体
の
議
員
や
長
の
選
挙
に
つ
い
て
は
、
条

例
に
よ
っ
て
「
記
号
式
投
票
」
を
採
用
す

る
事
が
で
き
る
と
さ
れ
て
い
る
。
導
入
に

つ
い
て
は
先
進
地
の
事
例
等
を
基
に
研

究
・
検
討
を
行
う
。  

③
令
和
４
年
７
月
の
参
議
院
議
員
選
挙

か
ら
投
票
所
を
統
廃
合
し
10
か
所
に
見

直
し
た
。「
送
迎
対
応
」
に
つ
い
て
は
統
廃

合
を
行
っ
た
自
治
会
（
地
区
）
を
対
象
と

し
て
、
今
後
も
実
施
す
る
。
他
の
地
区
の

移
動
困
難
者
へ
の
拡
充
に
つ
い
て
は
検

討
を
進
め
る
。 

  

            

質質
問問
①①
ココ
ミミ
ュュ
ニニ
テテ
ィィ
・・
スス
クク
ーー
ルル
はは
、、

奥奥
多多
摩摩
中中
学学
校校
でで
平平
成成
2299
年年
度度
、、
古古
里里
・・

氷氷
川川
小小
学学
校校
でで
平平
成成
3300
年年
度度
にに
導導
入入
しし

たた
。。
ここ
のの
制制
度度
はは
学学
校校
とと
保保
護護
者者
やや
地地
域域

のの
皆皆
ささ
んん
がが
とと
もも
にに
知知
恵恵
をを
出出
しし
合合
いい
、、

学学
校校
運運
営営
にに
意意
見見
をを
反反
映映
しし
、、
一一
緒緒
にに
協協

働働
しし
なな
がが
らら
子子
供供
たた
ちち
のの
豊豊
かか
なな
成成
長長
をを

支支
ええ「「
地地
域域
とと
とと
もも
にに
ああ
るる
学学
校校
づづ
くく
りり
」」

をを
進進
めめ
るる
仕仕
組組
みみ
でで
ああ
るる
。。
ここ
のの
制制
度度
のの

導導
入入
にに
よよ
りり
反反
映映
ささ
れれ
たた
ここ
とと
、、
経経
過過
状状

況況
とと
今今
後後
のの
運運
営営
方方
針針
にに
つつ
いい
てて
問問
うう
。。

②②
小小
学学
校校
のの
ああ
りり
方方
検検
討討
委委
員員
会会
がが
ここ
のの

９９
月月
にに
設設
置置
ささ
れれ
、、
協協
議議
内内
容容
がが
現現
状状
のの

課課
題題
等等
とと
なな
っっ
てて
いい
るる
がが
、、
現現
段段
階階
でで
のの

課課
題題
はは
どど
のの
よよ
うう
なな
ここ
とと
かか
。。
そそ
しし
てて
ここ

のの
検検
討討
委委
員員
会会
のの
検検
討討
スス
ケケ
ジジ
ュュ
ーー
ルル
にに

つつ
いい
てて
問問
うう
。。  

教
育
長
①
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
・
ス
ク
ー
ル
の

導
入
目
的
は
、
保
護
者
及
び
地
域
の
方
々
の

学
校
運
営
へ
の
参
画
の
促
進
や
連
携
強
化

を
進
め
る
こ
と
に
よ
り
、
学
校
と
の
信
頼
関

係
を
深
め
、
学
校
運
営
の
充
実
・
改
善
や
児 

      

童
・
生
徒
の
健
全
育
成
を
推
進
す
る
こ
と
。

委
員
の
主
な
役
割
は
❶
学
校
運
営
の
基
本

方
針
の
承
認
❷
学
校
運
営
に
関
す
る
意
見

❸
教
職
員
の
任
用
に
関
す
る
意
見
❹
学
校

支
援
活
動
の
総
合
的
な
企
画
・
調
整
❺
学
校

予
算
の
編
成
及
び
執
行
へ
の
意
見
❻
施
設

管
理
及
び
施
設
設
備
等
の
整
備
へ
の
意
見
。

こ
れ
ら
の
こ
と
に
つ
い
て
協
議
を
行
い
、

様
々
な
意
見
を
得
た
。
今
後
も
引
き
続
き
学

校
運
営
や
支
援
を
推
進
し
て
い
く
。 

②
小
学
校
の
あ
り
方
検
討
委
員
会
の
現
段

階
の
課
題
は
、
古
里
・
氷
川
小
学
校
の
児
童

数
の
減
少
率
が
大
き
く
異
な
る
こ
と
。
児
童

数
の
違
う
こ
と
に
よ
り
、
学
校
の
運
営
状
況

や
保
護
者
の
意
識
が
違
う
こ
と
で
あ
る
。
委

員
会
の
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル
は
、
今
年
度
４
回
程

度
行
う
予
定
。
今
後
さ
ら
に
人
口
減
少
し
た

場
合
、
統
合
や
統
合
し
な
い
た
め
の
協
議
を

行
う
「
（
仮
称
）
新
た
な
奥
多
摩
教
育
検
討

委
員
会
」
の
設
置
基
準
や
委
員
構
成
案
な
ど

に
つ
い
て
協
議
す
る
予
定
で
あ
る
。
会
議
内

容
は
原
則
公
開
す
る
。  

問問  

奥奥
多多
摩摩
町町
にに
おお
けけ
るる
投投
票票
支支
援援
にに
つつ
いい
てて  

ガジュマルの会 

相田
あ い だ

恵美子
え み こ

議員 

答 

選
挙
管
理
委
員
会
と
連
携
し
な
が
ら
推
進  

清新会 

木村
き む ら

  圭
けい

議員 

答 

①
協
議
を
行
い
様
々
な
意
見
を
得
た
②
児
童
数
の
違

い
に
よ
り
学
校
と
保
護
者
の
意
識
の
違
い
が
課
題 

問問  

①①
学
校
運
営
協
議
会
（
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
・
ス
ク
ー
ル
）
に
つ
い
て

②
小
学
校
の
あ
り
方
検
討
委
員
会
に
つ
い
て  
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質質
問問
平平
成成
2255
年年
にに
公公
職職
選選
挙挙
法法
がが
改改
正正

ささ
れれ
成成
年年
被被
後後
見見
人人
のの
選選
挙挙
権権
がが
回回
復復
しし

たた
ここ
とと
でで
、、
投投
票票
支支
援援
とと
いい
うう
課課
題題
もも
表表

面面
化化
しし
てて
きき
たた
。。
ここ
のの
７７
月月
にに
ＮＮ
ＨＨ
ＫＫ
のの

ハハ
ーー
トト
ネネ
ッッ
トト
ＴＴ
ＶＶ
でで
放放
映映
ささ
れれ
たた
「「
みみ

んん
なな
のの
選選
挙挙
」」
はは
反反
響響
もも
大大
きき
くく
、、
投投
票票

支支
援援
のの
ああ
りり
方方
がが
問問
わわ
れれ
てて
いい
るる
とと
痛痛
感感

しし
たた
。。  

障障
害害
者者
にに
限限
らら
ずず
高高
齢齢
者者
がが
半半
数数
でで
ああ
るる

奥奥
多多
摩摩
町町
でで
はは
、、
平平
等等
にに
そそ
しし
てて
スス
ムム
ーー

ズズ
にに
投投
票票
がが
行行
わわ
れれ
るる
機機
会会
のの
確確
保保
はは
大大

切切
でで
ああ
るる
。。
すす
でで
にに
町町
はは
投投
票票
時時
のの
送送
迎迎

をを
行行
っっ
てて
おお
りり
、、
投投
票票
支支
援援
にに
前前
向向
きき
なな

姿姿
勢勢
でで
ああ
るる
。。  

①①
障障
害害
のの
ああ
るる
方方
、、
高高
齢齢
者者
のの
方方
のの
選選
挙挙

時時
のの
合合
理理
的的
配配
慮慮
はは
。。
②②
記記
号号
式式
投投
票票
のの

導導
入入
はは
今今
後後
必必
要要
とと
なな
るる
とと
思思
うう
がが
町町
のの

考考
ええ
はは
。。
③③
中中
山山
地地
区区
、、
小小
河河
内内
地地
区区
等等

のの
投投
票票
時時
のの
送送
迎迎
はは
、、
他他
のの
地地
区区
にに
もも
拡拡

充充
すす
べべ
きき
だだ
とと
思思
うう
がが
。。  

町
長
①
町
で
は
「
代
理
投
票
」
や
「
点
字

投
票
」
等
、
高
齢
者
や
障
害
を
お
持
ち
の 

      

方
へ
の
投
票
支
援
（
サ
ポ
ー
ト
）
や
各
投

票
所
で
は
眼
鏡
、
ル
ー
ペ
、
杖
ホ
ル
ダ
ー

の
設
置
な
ど
を
行
っ
て
い
る
。
高
齢
者
や

障
害
を
お
持
ち
の
方
、
並
び
に
全
て
の
方

の
有
権
者
が
安
全
で
安
心
し
て
投
票
が

出
来
る
よ
う
努
め
て
い
く
。 

②
私
た
ち
の
選
挙
で
は
候
補
者
名
や
政

党
名
を
書
く
「
自
書
式
投
票
」
と
い
う
方

式
が
採
用
さ
れ
て
い
る
が
、
地
方
公
共
団

体
の
議
員
や
長
の
選
挙
に
つ
い
て
は
、
条

例
に
よ
っ
て
「
記
号
式
投
票
」
を
採
用
す

る
事
が
で
き
る
と
さ
れ
て
い
る
。
導
入
に

つ
い
て
は
先
進
地
の
事
例
等
を
基
に
研

究
・
検
討
を
行
う
。  

③
令
和
４
年
７
月
の
参
議
院
選
挙
か
ら

投
票
所
を
統
廃
合
し
10
カ
所
に
見
直
し

た
。「
送
迎
対
応
」
に
つ
い
て
は
統
廃
合
を

行
っ
た
自
治
会
（
地
区
）
を
対
象
と
し
て
、

今
後
も
実
施
す
る
。
他
の
地
区
の
移
動
困

難
者
へ
の
拡
充
に
つ
い
て
は
検
討
を
進

め
る
。 

  

            

質質
問問
①①
ココ
ミミ
ュュ
ニニ
テテ
ィィ
・・
スス
クク
ーー
ルル
はは
、、

奥奥
多多
摩摩
中中
学学
校校
でで
平平
成成
2299
年年
度度
、、
古古
里里
・・

氷氷
川川
小小
学学
校校
でで
平平
成成
3300
年年
度度
にに
導導
入入
しし

たた
。。
ここ
のの
制制
度度
はは
学学
校校
とと
保保
護護
者者
やや
地地
域域

のの
皆皆
ささ
んん
がが
とと
もも
にに
知知
恵恵
をを
出出
しし
合合
いい
、、

学学
校校
運運
営営
にに
意意
見見
をを
反反
映映
しし
、、
一一
緒緒
にに
協協

働働
しし
なな
がが
らら
子子
供供
たた
ちち
のの
豊豊
かか
なな
成成
長長
をを

支支
ええ「「
地地
域域
とと
とと
もも
にに
ああ
るる
学学
校校
づづ
くく
りり
」」

をを
進進
めめ
るる
仕仕
組組
みみ
でで
ああ
るる
。。
ここ
のの
制制
度度
のの

導導
入入
にに
よよ
りり
反反
映映
ささ
れれ
たた
ここ
とと
、、
経経
過過
状状

況況
とと
今今
後後
のの
運運
営営
方方
針針
にに
つつ
いい
てて
問問
うう
。。

②②
小小
学学
校校
のの
ああ
りり
方方
検検
討討
委委
員員
会会
がが
ここ
のの

９９
月月
にに
設設
置置
ささ
れれ
、、
協協
議議
内内
容容
がが
現現
状状
のの

課課
題題
等等
とと
なな
っっ
てて
いい
るる
がが
、、
現現
段段
階階
でで
のの

課課
題題
はは
どど
のの
よよ
うう
なな
ここ
とと
かか
。。
そそ
しし
てて
ここ

のの
検検
討討
委委
員員
会会
のの
検検
討討
スス
ケケ
ジジ
ュュ
ーー
ルル
にに

つつ
いい
てて
問問
うう
。。  

教
育
長
①
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
・
ス
ク
ー
ル
の

導
入
目
的
は
、
保
護
者
及
び
地
域
の
方
々
の

学
校
運
営
へ
の
参
画
の
促
進
や
連
携
強
化

を
進
め
る
こ
と
に
よ
り
、
学
校
と
の
信
頼
関

係
を
深
め
、
学
校
運
営
の
充
実
・
改
善
や
児 

      

童
・
生
徒
の
健
全
育
成
を
推
進
す
る
こ
と
。

委
員
の
主
な
役
割
は
❶
学
校
運
営
の
基
本

方
針
の
承
認
❷
学
校
運
営
に
対
す
る
意
見

❸
教
職
員
の
任
用
に
関
す
る
意
見
❹
学
校

支
援
活
動
の
総
合
的
な
企
画
・
調
整
❺
学
校

予
算
の
編
成
及
び
執
行
へ
の
意
見
❻
施
設

管
理
及
び
施
設
設
備
等
の
整
備
へ
の
意
見
。

こ
れ
ら
の
こ
と
に
つ
い
て
協
議
を
行
い
、

様
々
な
意
見
を
得
た
。
今
後
も
引
き
続
き
学

校
運
営
や
支
援
を
推
進
し
て
い
く
。 

②
小
学
校
の
あ
り
方
検
討
委
員
会
の
現
段

階
の
課
題
は
、
古
里
・
氷
川
小
学
校
の
児
童

数
の
減
少
率
が
大
き
く
異
な
る
こ
と
。
児
童

数
の
違
う
こ
と
に
よ
り
、
学
校
の
運
営
状
況

や
保
護
者
の
意
識
が
違
う
こ
と
で
あ
る
。
委

員
会
の
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル
は
、
今
年
度
４
回
程

度
行
う
予
定
。
今
後
さ
ら
に
人
口
減
少
し
た

場
合
、
統
合
や
統
合
し
な
い
た
め
の
協
議
を

行
う
「
（
仮
称
）
新
た
な
奥
多
摩
教
育
検
討

委
員
会
」
の
設
置
基
準
や
委
員
構
成
案
な
ど

に
つ
い
て
協
議
す
る
予
定
で
あ
る
。
会
議
内

容
は
原
則
公
開
す
る
。  

問問  

奥奥
多多
摩摩
町町
にに
おお
けけ
るる
投投
票票
支支
援援
にに
つつ
いい
てて  

ガジュマルの会 

相田
あ い だ

恵美子
え み こ

議員 

答 

選
挙
管
理
委
員
会
と
連
携
し
な
が
ら
推
進  

清新会 

木村
き む ら

 圭
けい

議員 

答 

①
協
議
を
行
い
様
々
な
意
見
を
得
た
②
児
童
数
の
違

い
に
よ
り
学
校
と
保
護
者
の
意
識
の
違
い
が
課
題 

問問  

①①
学
校
運
営
協
議
会
（
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
・
ス
ク
ー
ル
）
に
つ
い
て

②
小
学
校
の
あ
り
方
検
討
委
員
会
に
つ
い
て  
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問	

奥
多
摩
町
に
お
け
る
投
票
支
援
に
つ
い
て

問	

①	

学
校
運
営
協
議
会
（
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
・
ス
ク
ー
ル
）
に
つ
い
て	

	

②	

小
学
校
の
あ
り
方
検
討
委
員
会
に
つ
い
て

答	

選
挙
管
理
委
員
会
と
連
携
し
な
が
ら
推
進

答	

①	

協
議
を
行
い
様
々
な
意
見
を
得
た
②
児
童
数
の
違	

	

い
に
よ
り
学
校
と
保
護
者
の
意
識
の
違
い
が
課
題
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質質
問問
平平
成成
2255
年年
にに
公公
職職
選選
挙挙
法法
がが
改改
正正

ささ
れれ
成成
年年
被被
後後
見見
人人
のの
選選
挙挙
権権
がが
回回
復復
しし

たた
ここ
とと
でで
、、
投投
票票
支支
援援
とと
いい
うう
課課
題題
もも
表表

面面
化化
しし
てて
きき
たた
。。
ここ
のの
７７
月月
にに
ＮＮ
ＨＨ
ＫＫ
のの

ハハ
ーー
トト
ネネ
ッッ
トト
ＴＴ
ＶＶ
でで
放放
映映
ささ
れれ
たた
「「
みみ

んん
なな
のの
選選
挙挙
」」
はは
反反
響響
もも
大大
きき
くく
、、
投投
票票

支支
援援
のの
ああ
りり
方方
がが
問問
わわ
れれ
てて
いい
るる
とと
痛痛
感感

しし
たた
。。  

障障
害害
者者
にに
限限
らら
ずず
高高
齢齢
者者
がが
半半
数数
でで
ああ
るる

奥奥
多多
摩摩
町町
でで
はは
、、
平平
等等
にに
そそ
しし
てて
スス
ムム
ーー

ズズ
にに
投投
票票
がが
行行
わわ
れれ
るる
機機
会会
のの
確確
保保
はは
大大

切切
でで
ああ
るる
。。
すす
でで
にに
町町
はは
投投
票票
時時
のの
送送
迎迎

をを
行行
っっ
てて
おお
りり
、、
投投
票票
支支
援援
にに
前前
向向
きき
なな

姿姿
勢勢
でで
ああ
るる
。。  

①①
障障
害害
のの
ああ
るる
方方
、、
高高
齢齢
者者
のの
方方
のの
選選
挙挙

時時
のの
合合
理理
的的
配配
慮慮
はは
。。
②②
記記
号号
式式
投投
票票
のの

導導
入入
はは
今今
後後
必必
要要
とと
なな
るる
とと
思思
うう
がが
町町
のの

考考
ええ
はは
。。
③③
中中
山山
地地
区区
、、
小小
河河
内内
地地
区区
等等

のの
投投
票票
時時
のの
送送
迎迎
はは
、、
他他
のの
地地
区区
にに
もも
拡拡

充充
すす
べべ
きき
だだ
とと
思思
うう
がが
。。  

町
長
①
町
で
は
「
代
理
投
票
」
や
「
点
字

投
票
」
等
、
高
齢
者
や
障
害
を
お
持
ち
の 

      

方
へ
の
投
票
支
援
（
サ
ポ
ー
ト
）
や
各
投

票
所
で
は
眼
鏡
、
ル
ー
ペ
、
杖
ホ
ル
ダ
ー

の
設
置
な
ど
を
行
っ
て
い
る
。
高
齢
者
や

障
害
を
お
持
ち
の
方
、
並
び
に
全
て
の
有

権
者
が
安
全
で
安
心
し
て
投
票
が
出
来

る
よ
う
努
め
て
い
く
。 

②
私
た
ち
の
選
挙
で
は
候
補
者
名
や
政

党
名
を
書
く
「
自
書
式
投
票
」
と
い
う
方

式
が
採
用
さ
れ
て
い
る
が
、
地
方
公
共
団

体
の
議
員
や
長
の
選
挙
に
つ
い
て
は
、
条

例
に
よ
っ
て
「
記
号
式
投
票
」
を
採
用
す

る
事
が
で
き
る
と
さ
れ
て
い
る
。
導
入
に

つ
い
て
は
先
進
地
の
事
例
等
を
基
に
研

究
・
検
討
を
行
う
。  

③
令
和
４
年
７
月
の
参
議
院
議
員
選
挙

か
ら
投
票
所
を
統
廃
合
し
10
か
所
に
見

直
し
た
。「
送
迎
対
応
」
に
つ
い
て
は
統
廃

合
を
行
っ
た
自
治
会
（
地
区
）
を
対
象
と

し
て
、
今
後
も
実
施
す
る
。
他
の
地
区
の

移
動
困
難
者
へ
の
拡
充
に
つ
い
て
は
検

討
を
進
め
る
。 

  

            

質質
問問
①①
ココ
ミミ
ュュ
ニニ
テテ
ィィ
・・
スス
クク
ーー
ルル
はは
、、

奥奥
多多
摩摩
中中
学学
校校
でで
平平
成成
2299
年年
度度
、、
古古
里里
・・

氷氷
川川
小小
学学
校校
でで
平平
成成
3300
年年
度度
にに
導導
入入
しし

たた
。。
ここ
のの
制制
度度
はは
学学
校校
とと
保保
護護
者者
やや
地地
域域

のの
皆皆
ささ
んん
がが
とと
もも
にに
知知
恵恵
をを
出出
しし
合合
いい
、、

学学
校校
運運
営営
にに
意意
見見
をを
反反
映映
しし
、、
一一
緒緒
にに
協協

働働
しし
なな
がが
らら
子子
供供
たた
ちち
のの
豊豊
かか
なな
成成
長長
をを

支支
ええ「「
地地
域域
とと
とと
もも
にに
ああ
るる
学学
校校
づづ
くく
りり
」」

をを
進進
めめ
るる
仕仕
組組
みみ
でで
ああ
るる
。。
ここ
のの
制制
度度
のの

導導
入入
にに
よよ
りり
反反
映映
ささ
れれ
たた
ここ
とと
、、
経経
過過
状状

況況
とと
今今
後後
のの
運運
営営
方方
針針
にに
つつ
いい
てて
問問
うう
。。

②②
小小
学学
校校
のの
ああ
りり
方方
検検
討討
委委
員員
会会
がが
ここ
のの

９９
月月
にに
設設
置置
ささ
れれ
、、
協協
議議
内内
容容
がが
現現
状状
のの

課課
題題
等等
とと
なな
っっ
てて
いい
るる
がが
、、
現現
段段
階階
でで
のの

課課
題題
はは
どど
のの
よよ
うう
なな
ここ
とと
かか
。。
そそ
しし
てて
ここ

のの
検検
討討
委委
員員
会会
のの
検検
討討
スス
ケケ
ジジ
ュュ
ーー
ルル
にに

つつ
いい
てて
問問
うう
。。  

教
育
長
①
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
・
ス
ク
ー
ル
の

導
入
目
的
は
、
保
護
者
及
び
地
域
の
方
々
の

学
校
運
営
へ
の
参
画
の
促
進
や
連
携
強
化

を
進
め
る
こ
と
に
よ
り
、
学
校
と
の
信
頼
関

係
を
深
め
、
学
校
運
営
の
充
実
・
改
善
や
児 

      

童
・
生
徒
の
健
全
育
成
を
推
進
す
る
こ
と
。

委
員
の
主
な
役
割
は
❶
学
校
運
営
の
基
本

方
針
の
承
認
❷
学
校
運
営
に
関
す
る
意
見

❸
教
職
員
の
任
用
に
関
す
る
意
見
❹
学
校

支
援
活
動
の
総
合
的
な
企
画
・
調
整
❺
学
校

予
算
の
編
成
及
び
執
行
へ
の
意
見
❻
施
設

管
理
及
び
施
設
設
備
等
の
整
備
へ
の
意
見
。

こ
れ
ら
の
こ
と
に
つ
い
て
協
議
を
行
い
、

様
々
な
意
見
を
得
た
。
今
後
も
引
き
続
き
学

校
運
営
や
支
援
を
推
進
し
て
い
く
。 

②
小
学
校
の
あ
り
方
検
討
委
員
会
の
現
段

階
の
課
題
は
、
古
里
・
氷
川
小
学
校
の
児
童

数
の
減
少
率
が
大
き
く
異
な
る
こ
と
。
児
童

数
の
違
う
こ
と
に
よ
り
、
学
校
の
運
営
状
況

や
保
護
者
の
意
識
が
違
う
こ
と
で
あ
る
。
委

員
会
の
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル
は
、
今
年
度
４
回
程

度
行
う
予
定
。
今
後
さ
ら
に
人
口
減
少
し
た

場
合
、
統
合
や
統
合
し
な
い
た
め
の
協
議
を

行
う
「
（
仮
称
）
新
た
な
奥
多
摩
教
育
検
討

委
員
会
」
の
設
置
基
準
や
委
員
構
成
案
な
ど

に
つ
い
て
協
議
す
る
予
定
で
あ
る
。
会
議
内

容
は
原
則
公
開
す
る
。  

問問  

奥奥
多多
摩摩
町町
にに
おお
けけ
るる
投投
票票
支支
援援
にに
つつ
いい
てて  

ガジュマルの会 

相田
あ い だ

恵美子
え み こ

議員 

答 

選
挙
管
理
委
員
会
と
連
携
し
な
が
ら
推
進  

清新会 

木村
き む ら

  圭
けい

議員 

答 

①
協
議
を
行
い
様
々
な
意
見
を
得
た
②
児
童
数
の
違

い
に
よ
り
学
校
と
保
護
者
の
意
識
の
違
い
が
課
題 

問問  

①①
学
校
運
営
協
議
会
（
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
・
ス
ク
ー
ル
）
に
つ
い
て

②
小
学
校
の
あ
り
方
検
討
委
員
会
に
つ
い
て  
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質質
問問
令令
和和
３３
年年
５５
月月
2200
日日
付付
でで
、、
災災
害害
対対

策策
基基
本本
法法
のの
一一
部部
をを
改改
正正
すす
るる
法法
律律
がが
施施

行行
ささ
れれ
、、
災災
害害
時時
にに
大大
きき
なな
被被
害害
をを
受受
けけ

るる
障障
害害
者者
やや
高高
齢齢
者者
なな
どど
自自
分分
でで
逃逃
げげ
るる

ここ
とと
がが
難難
しし
いい
人人
にに
関関
しし
てて
はは
、、
個個
別別
のの

避避
難難
計計
画画
をを
作作
成成
すす
るる
よよ
うう
市市
町町
村村
にに
努努

力力
義義
務務
がが
課課
せせ
らら
れれ
たた
。。
政政
府府
はは
東東
日日
本本

大大
震震
災災
をを
受受
けけ
、、
２２
００
１１
３３
年年
にに
災災
害害
弱弱

者者
のの
名名
簿簿
作作
成成
をを
市市
町町
村村
にに
義義
務務
付付
けけ
、、

個個
別別
のの
避避
難難
計計
画画
作作
成成
をを
呼呼
びび
かか
けけ
たた
。。

自自
治治
体体
はは
、、
本本
人人
やや
家家
族族
、、
福福
祉祉
関関
係係
者者
、、

地地
域域
住住
民民
らら
とと
丁丁
寧寧
にに
協協
議議
しし
、、
避避
難難
計計

画画
のの
作作
成成
をを
進進
めめ
るる
ここ
とと
がが
必必
要要
でで
ああ
るる
。。

当当
町町
のの
状状
況況
にに
つつ
いい
てて
。。  

①①
災災
害害
弱弱
者者
のの
名名
簿簿
はは
作作
成成
ささ
れれ
てて
いい
るる

かか  ②②
個個
別別
のの
避避
難難
計計
画画
はは
作作
成成
ささ
れれ
てて
いい
るる

かか  ③③
地地
域域
がが
一一
体体
とと
なな
っっ
てて
災災
害害
弱弱
者者
をを
支支

援援
すす
るる
体体
制制
づづ
くく
りり
はは  

町
長
①
町
で
は
、
平
成
23
年
度
災
害
時
要

援
護
者
マ
ッ
プ
整
備
事
業
と
し
て
、
災
害 

      

時
の
避
難
行
動
に
際
し
支
援
を
要
す
る
者

の
名
簿
を
作
成
し
た
。 

②
災
害
は
い
つ
何
時
発
生
す
る
か
分
か
ら

な
い
。「
個
別
避
難
計
画
」
の
作
成
に
つ
い

て
優
先
度
の
高
い
避
難
行
動
要
支
援
者
の

範
囲
及
び
作
成
目
標
期
間
を
地
域
防
災
計

画
に
定
め
、
今
年
度
か
ら
計
画
を
作
成
す

る
よ
う
所
管
課
に
指
示
し
た
。 

③
町
で
は
、
避
難
行
動
要
支
援
者
へ
の
支

援
に
係
る
関
係
機
関
と
し
て
、
青
梅
警
察

署
、
奥
多
摩
消
防
署
、
民
生
児
童
委
員
連

絡
協
議
会
、
社
会
福
祉
協
議
会
、
自
治
会

連
合
会
、
消
防
団
等
地
域
が
一
体
と
な
っ

て
支
援
す
る
体
制
づ
く
り
を
構
築
し
て
い

く
。 

          
  

  
  

  
  

  
  

 
 

  

           

質質
問問
１１
前前
立立
腺腺
がが
んん
等等
のの
病病
をを
患患
っっ
たた

男男
性性
らら
がが
使使
用用
済済
みみ
のの
尿尿
漏漏
れれ
パパ
ッッ
トト

なな
どど
をを
捨捨
てて
るる
場場
所所
がが
なな
くく
、、
困困
るる
ケケ
ーー

スス
がが
生生
じじ
てて
いい
るる
。。
ぜぜ
ひひ
設設
置置
をを
。。  

質質
問問
２２
今今
現現
在在
、、
ココ
ロロ
ナナ
禍禍
及及
びび
ウウ
クク

ララ
イイ
ナナ
情情
勢勢
をを
受受
けけ
、、
何何
がが
幸幸
せせ
とと
感感
じじ

らら
れれ
るる
のの
かか
、、
改改
めめ
てて
問問
うう
。。
①①
町町
民民
のの

心心
のの
豊豊
かか
ささ
をを
察察
すす
るる
とと
しし
たた
らら
どど
のの

よよ
うう
にに
考考
ええ
るる
かか
②②
町町
政政
運運
営営
にに
反反
映映

ささ
せせ
るる
考考
ええ
はは
ああ
るる
かか  

町
長
１
調
査
の
結
果
、
男
子
ト
イ
レ
に
設

置
し
て
い
な
い
状
況
。
設
置
に
よ
り
観
光

ご
み
の
放
置
が
増
え
る
懸
念
が
あ
る
。
多

様
性
に
配
慮
し
、
観
光
用
公
衆
ト
イ
レ
の

｢

誰
で
も
ト
イ
レ｣

に
サ
ニ
タ
リ
ー
ボ
ッ
ク

ス
を
設
置
す
る
。
個
室
へ
の
設
置
に
つ
い

て
は
観
光
ご
み
の
放
置
問
題
、
清
掃
作
業

員
の
負
担
増
の
課
題
が
あ
り
、
今
後
の
利

用
実
態
や
ニ
ー
ズ
を
踏
ま
え
判
断
す
る
。 

町
長
２
①
第
５
期
長
期
総
合
計
画
に
お

け
る
ま
ち
づ
く
り
指
標
と
し
て｢

奥
多
摩 

型
住
民
総
幸
福
度｣
を
定
め
て
い
る
。
５
つ 

      

の
幸
福
要
素
を
設
け
、
令
和
元
年
度
に

｢

ま
ち
づ
く
り
住
民
ア
ン
ケ
ー
ト
調
査｣

を
実
施
。
そ
の
２
年
前
の
ア
ン
ケ
ー
ト

結
果
と
同
等
か
数
ポ
イ
ン
ト
上
回
る
も

の
で
あ
っ
た
。
今
後
、
ど
う
い
っ
た
方
法

が
効
果
的
な
の
か
検
討
す
る
必
要
が
あ

る
と
考
え
る
。
②
町
で
は
、
平
成
25
年

度
に｢

住
民
の
幸
福
度
実
感
向
上
を
目

指
す
基
礎
自
治
体
連
合｣

通
称｢

幸
せ
リ

ー
グ｣

に
参
加
し
て
い
る
。
こ
の
幸
せ
リ

ー
グ
で
は
、
自
治
体
の
実
務
担
当
者
に

よ
る
会
議
を
開
催
し
、
政
策
に
関
す
る

議
論
を
通
じ
て
行
政
サ
ー
ビ
ス
の
レ
ベ

ル
ア
ッ
プ
と
、
新
た
な
発
想
や
施
策
の

創
意
工
夫
な
ど
、
職
員
の
政
策
形
成
能

力
の
向
上
を
図
っ
て
い
る
。
こ
う
い
っ

た
自
治
体
間
の
連
携
も
図
り
な
が
ら
、

町
政
運
営
に
活
か
し
て
い
き
た
い
と
考

え
る
。 

  

清新会 

原島
はらしま

 幸
ゆき

次
つぐ

議員 

問問  

災災
害害
弱弱
者者
のの
逃逃
げげ
遅遅
れれ
のの
防防
止止
にに
つつ
いい
てて  

答 

町
内
関
係
機
関
及
び
地
域
住
民
と
連
携
を
図
り  

「
個
別
避
難
計
画
」
の
作
成
を
進
め
て
い
く 

問問  

11  

ササ
ニニ
タタ
リリ
ーー
ボボ
ッッ
クク
スス
をを
男男
性性
トト
イイ
レレ
にに
もも
設設
置置
をを  

  
  

22  

心心
のの
豊豊
かか
ささ
とと
幸幸
福福
度度
にに
つつ
いい
てて  

答 

１ 

観
光
用
公
衆
ト
イ
レ
の 

｢

誰
で
も
ト
イ
レ｣

に
設
置
す
る 

２ 

効
果
的
な
方
法
を
検
討
、
町
政
運
営
に
活
か
し
た
い  

問	

災
害
弱
者
の
逃
げ
遅
れ
の
防
止
に
つ
い
て

問	

１	

サ
ニ
タ
リ
ー
ボ
ッ
ク
ス
を
男
性
ト
イ
レ
に
も
設
置
を

	

２	

心
の
豊
か
さ
と
幸
福
度
に
つ
い
て

答	

町
内
関
係
機
関
及
び
地
域
住
民
と
連
携
を
図
り	

	

「
個
別
避
難
計
画
」
の
作
成
を
進
め
て
い
く

答	

１	

観
光
用
公
衆
ト
イ
レ
の	｢

誰
で
も
ト
イ
レ｣

に
設
置
す
る

	

２	

効
果
的
な
方
法
を
検
討
、
町
政
運
営
に
活
か
し
た
い
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質質
問問
令令
和和
２２
年年
1122
月月
、、
町町
のの
人人
口口
はは
５５
００

００
００
人人
をを
割割
りり
、、
７７
月月
１１
日日
現現
在在
はは
４４
８８

１１
５５
人人
だだ
。。
毎毎
年年
110000
人人
前前
後後
のの
減減
少少
がが
ああ

っっ
たた
がが
、、
町町
はは
「「
少少
子子
化化
対対
策策
」」
をを
推推
進進

しし
人人
口口
減減
少少
をを
抑抑
制制
しし
てて
いい
るる
。。
人人
口口
がが

減減
少少
しし
てて
もも
、、
人人
もも
町町
もも
元元
気気
でで
住住
みみ
たた

いい
住住
みみ
続続
けけ
たた
いい
とと
思思
ええ
るる
町町
でで
ああ
れれ
ばば

良良
いい
とと
思思
うう
。。
「「
少少
子子
化化
対対
策策
」」
のの
推推
進進

とと
とと
もも
にに
『『
観観
光光
をを
元元
気気
にに
すす
るる
・・
住住
民民

力力
をを
活活
かか
しし
たた
町町
づづ
くく
りり
をを
すす
るる
・・
地地
域域

のの
絆絆
をを
深深
めめ
るる
・・
高高
齢齢
者者
がが
暮暮
らら
しし
やや
すす

いい
環環
境境
をを
整整
ええ
るる
』』なな
どど
がが
大大
切切
でで
ああ
るる
。。

町町
はは
「「
人人
口口
減減
少少
にに
負負
けけ
なな
いい
町町
」」
をを
どど

のの
よよ
うう
にに
捉捉
ええ
てて
いい
るる
かか
。。
そそ
のの
実実
現現
のの

たた
めめ
にに
どど
のの
よよ
うう
なな
施施
策策
がが
考考
ええ
らら
れれ
るる

かか
。。  

  
  
  
 

町
長
町
と
し
て
も
、
今
後
も
人
口
が
減
少

し
て
い
く
傾
向
は
、
現
実
的
に
避
け
ら
れ
な

い
も
の
と
想
定
し
て
い
る
。
そ
う
い
っ
た
状

況
下
で
も
地
域
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
や
住
民
皆

様
の
生
活
が
維
持
出
来
る
よ
う
努
め
て
い

か
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と
認
識
し
て
い
る
。 

     

。 そ
の
た
め
に
は
、
人
口
減
少
や
過
疎
が
必

ず
し
も
悪
い
こ
と
だ
け
で
は
な
く
、
こ
れ

か
ら
の
時
代
の
ラ
イ
フ
ス
タ
イ
ル
に
も
合

致
す
る
こ
と
や
町
固
有
の
価
値
や
メ
リ
ッ

ト
に
つ
い
て
広
く
発
信
す
る
と
と
も
に
、
住

民
皆
様
に
も
町
の
良
さ
を
改
め
て
知
っ
て

い
た
だ
き
、
前
向
き
な
気
持
ち
に
な
れ
る
よ

う
な
ま
ち
づ
く
り
が
必
要
で
あ
る
と
考
え

て
い
る
。
減
少
し
て
い
く
人
口
に
対
し
て
は
、

少
な
い
人
口
規
模
で
も
地
域
コ
ミ
ュ
ニ
テ

ィ
や
生
活
が
成
り
立
つ
具
体
的
な
施
策
を

考
え
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
町
と
し
て
も
、

人
口
減
少
に
負
け
な
い
魅
力
あ
る
ま
ち
づ

く
り
を
進
め
て
い
く
。  

                

            

質質
問問
２２
００
１１
５５
年年
策策
定定
のの
長長
期期
総総
合合
計計

画画
基基
本本
理理
念念
やや
２２
００
００
５５
年年
策策
定定
のの
『『
豊豊

かか
なな
自自
然然
環環
境境
をを
守守
りり
、、
健健
康康
でで
安安
心心
しし

てて
暮暮
らら
せせ
るる
町町
をを
後後
世世
にに
継継
承承
すす
るる
たた
めめ

のの
活活
動動
推推
進進
宣宣
言言
』』
はは
、、
町町
のの
魅魅
力力
、、
将将

来来
像像
をを
適適
確確
にに
捉捉
ええ
伝伝
ええ
てて
いい
るる
。。  

住住
民民
がが
地地
域域
にに
誇誇
りり
やや
愛愛
着着
をを
持持
ちち
貢貢
献献

しし
たた
いい
とと
思思
うう
気気
持持
ちち
をを
シシ
ビビ
ッッ
クク
ププ
ララ

イイ
ドド
、、
地地
域域
のの
個個
性性
をを
ロロ
ーー
カカ
ルル
アア
イイ
デデ

ンン
テテ
ィィ
テテ
ィィ
とと
いい
いい
、、
まま
ちち
づづ
くく
りり
委委
員員

会会
にに
よよ
るる
ママ
ナナ
ーー
アア
ッッ
ププ
啓啓
発発
事事
業業
はは
、、

ここ
れれ
らら
がが
発発
現現
しし
たた
好好
例例
とと
いい
ええ
るる
。。  

全全
国国
的的
、、
世世
界界
的的
なな
大大
きき
なな
情情
勢勢
変変
化化
のの

中中
、、
町町
もも
庁庁
舎舎
建建
設設
とと
いい
うう
大大
規規
模模
事事
業業

がが
検検
討討
段段
階階
にに
入入
りり
、、
町町
のの
将将
来来
のの
ああ
りり

方方
をを
決決
定定
づづ
けけ
るる
妥妥
協協
のの
でで
きき
なな
いい
時時
機機

にに
わわ
れれ
わわ
れれ
はは
臨臨
んん
でで
いい
るる
。。  

①①
庁庁
舎舎
建建
設設
委委
員員
会会
のの
住住
民民
委委
員員
のの
人人
数数
、、

女女
性性
参参
画画
比比
率率
はは
。。  

②②
奥奥
多多
摩摩
町町
をを
訪訪
れれ
るる
人人
々々
とと
住住
民民
とと
がが

交交
流流
すす
るる
環環
境境
イイ
ベベ
ンン
トト
のの
実実
施施
はは
。。  

  

            

③③
「「
ＳＳ
ＤＤ
ＧＧ
ｓｓ
アア
ワワ
ーー
ドド
西西
多多
摩摩
２２
００
２２  

２２
」」
でで
、、
奥奥
多多
摩摩
町町
のの
クク
リリ
ーー
ンン
キキ
ーー
パパ

ーー
OOPPTT
（（
オオ
ピピ
トト
））
のの
取取
組組
がが
最最
高高
賞賞
とと
なな

りり
、、受受
賞賞
者者
座座
談談
会会
でで
はは「「
ひひ
とと
づづ
くく
りり
」」

へへ
のの
言言
及及
がが
多多
いい
。。  

奥奥
多多
摩摩
町町
のの
まま
ちち
づづ
くく
りり
ひひ
とと
づづ
くく
りり
のの

官官
民民
協協
働働
のの
取取
組組
でで
ああ
るる
、、
まま
ちち
づづ
くく
りり

委委
員員
会会
事事
業業
・・
まま
ちち
づづ
くく
りり
推推
進進
事事
業業
はは

シシ
ビビ
ッッ
クク
ププ
ララ
イイ
ドド
、、
ロロ
ーー
カカ
ルル
アア
イイ
デデ

ンン
テテ
ィィ
テテ
ィィ
醸醸
成成
にに
有有
効効
でで
ああ
るる
。。
支支
援援

強強
化化
をを
。。 

町
長
①
庁
舎
建
設
委
員
会
の
住
民
委
員
は

３
名
。
委
員
16
名
の
う
ち
、
女
性
委
員
は
４

名
で
参
画
比
率
は
25
％
。 

②
環
境
イ
ベ
ン
ト
の
実
施
の
予
定
は
な
い
。

セ
ラ
ピ
ー
ウ
ォ
ー
ク
な
ど
自
然
を
活
か
し

た
イ
ベ
ン
ト
を
行
っ
て
い
て
、
基
本
的
に
こ

れ
か
ら
も
お
く
た
ま
地
域
振
興
財
団
を
中

心
に
、
森
林
セ
ラ
ピ
ー
事
業
を
推
進
す
る
。 

③
支
援
強
化
等
の
検
討
は
、
ま
ち
づ
く
り
委

員
の
意
向
を
含
め
、
委
員
会
で
協
議
す
る
必

要
が
あ
る
。 

問問  

人人
口口
減減
少少
にに
負負
けけ
なな
いい
奥奥
多多
摩摩
町町
をを
目目

指指
しし
てて  

答 

魅
力
あ
る
ま
ち
づ
く
り
を
進
め
て
い
く  

問問  

奥奥
多多
摩摩
町町
のの
庁庁
舎舎
建建
設設
、、
将将
来来
像像
、、
シシ
ビビ
ッッ
クク
ププ
ララ
イイ
ドド
、、
ロロ

ーー
カカ
ルル
アア
イイ
デデ
ンン
テテ
ィィ
テテ
ィィ
、、
ＳＳ
ＤＤ
ＧＧ
ｓｓ
にに
つつ
いい
てて  

答 

庁
舎
建
設
委
員
会
の
住
民
委
員
は
３
名
、

女
性
参
画
比
率
は
25
％  

山なみ会 

小山
こ や ま

 辰
たつ

美
み

議員 

どんぐり 

伊藤
い と う

 英人
ひ で と

議員 
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、、
まま
ちち
づづ
くく
りり
委委
員員

会会
にに
よよ
るる
ママ
ナナ
ーー
アア
ッッ
ププ
啓啓
発発
事事
業業
はは
、、

ここ
れれ
らら
がが
発発
現現
しし
たた
好好
例例
とと
いい
ええ
るる
。。  

全全
国国
的的
、、
世世
界界
的的
なな
大大
きき
なな
情情
勢勢
変変
化化
のの

中中
、、
町町
もも
庁庁
舎舎
建建
設設
とと
いい
うう
大大
規規
模模
事事
業業

がが
検検
討討
段段
階階
にに
入入
りり
、、
町町
のの
将将
来来
のの
ああ
りり

方方
をを
決決
定定
づづ
けけ
るる
妥妥
協協
のの
でで
きき
なな
いい
時時
機機

にに
わわ
れれ
わわ
れれ
はは
臨臨
んん
でで
いい
るる
。。  

①①
庁庁
舎舎
建建
設設
委委
員員
会会
のの
住住
民民
委委
員員
のの
人人
数数
、、

女女
性性
参参
画画
比比
率率
はは
。。  

②②
奥奥
多多
摩摩
町町
をを
訪訪
れれ
るる
人人
々々
とと
住住
民民
とと
がが

交交
流流
すす
るる
環環
境境
イイ
ベベ
ンン
トト
のの
実実
施施
はは
。。  

  

            

③③
「「
ＳＳ
ＤＤ
ＧＧ
ｓｓ
アア
ワワ
ーー
ドド
西西
多多
摩摩
２２
００
２２  

２２
」」
でで
、、
奥奥
多多
摩摩
町町
のの
クク
リリ
ーー
ンン
キキ
ーー
パパ

ーー
OOPPTT
（（
オオ
ピピ
トト
））
のの
取取
組組
がが
最最
高高
賞賞
とと
なな

りり
、、受受
賞賞
者者
座座
談談
会会
でで
はは「「
ひひ
とと
づづ
くく
りり
」」

へへ
のの
言言
及及
がが
多多
いい
。。  

奥奥
多多
摩摩
町町
のの
まま
ちち
づづ
くく
りり
ひひ
とと
づづ
くく
りり
のの

官官
民民
協協
働働
のの
取取
組組
でで
ああ
るる
、、
まま
ちち
づづ
くく
りり

委委
員員
会会
事事
業業
・・
まま
ちち
づづ
くく
りり
推推
進進
事事
業業
はは

シシ
ビビ
ッッ
クク
ププ
ララ
イイ
ドド
、、
ロロ
ーー
カカ
ルル
アア
イイ
デデ

ンン
テテ
ィィ
テテ
ィィ
醸醸
成成
にに
有有
効効
でで
ああ
るる
。。
支支
援援

強強
化化
をを
。。 

町
長
①
庁
舎
建
設
委
員
会
の
住
民
委
員
は

３
名
。
委
員
16
名
の
う
ち
、
女
性
委
員
は
４

名
で
参
画
比
率
は
25
％
。 

②
環
境
イ
ベ
ン
ト
の
実
施
の
予
定
は
な
い
。

セ
ラ
ピ
ー
ウ
ォ
ー
ク
な
ど
自
然
を
活
か
し

た
イ
ベ
ン
ト
を
行
っ
て
い
て
、
基
本
的
に
こ

れ
か
ら
も
お
く
た
ま
地
域
振
興
財
団
を
中

心
に
、
森
林
セ
ラ
ピ
ー
事
業
を
推
進
す
る
。 

③
支
援
強
化
等
の
検
討
は
、
ま
ち
づ
く
り
委

員
の
意
向
を
含
め
、
委
員
会
で
協
議
す
る
必

要
が
あ
る
。 

問問  

人人
口口
減減
少少
にに
負負
けけ
なな
いい
奥奥
多多
摩摩
町町
をを
目目

指指
しし
てて  

答 

魅
力
あ
る
ま
ち
づ
く
り
を
進
め
て
い
く  

問問  

奥奥
多多
摩摩
町町
のの
庁庁
舎舎
建建
設設
、、
将将
来来
像像
、、
シシ
ビビ
ッッ
クク
ププ
ララ
イイ
ドド
、、
ロロ

ーー
カカ
ルル
アア
イイ
デデ
ンン
テテ
ィィ
テテ
ィィ
、、
ＳＳ
ＤＤ
ＧＧ
ｓｓ
にに
つつ
いい
てて  

答 

庁
舎
建
設
委
員
会
の
住
民
委
員
は
３
名
、

女
性
参
画
比
率
は
25
％  

山なみ会 

小山
こ や ま

 辰
たつ

美
み

議員 

どんぐり 

伊藤
い と う

 英人
ひ で と

議員 
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質質
問問
令令
和和
２２
年年
1122
月月
、、
町町
のの
人人
口口
はは
５５
００

００
００
人人
をを
割割
りり
、、
７７
月月
１１
日日
現現
在在
はは
４４
８８

１１
５５
人人
だだ
。。
毎毎
年年
110000
人人
前前
後後
のの
減減
少少
がが
ああ

っっ
たた
がが
、、
町町
はは
「「
少少
子子
化化
対対
策策
」」
をを
推推
進進

しし
人人
口口
減減
少少
をを
抑抑
制制
しし
てて
いい
るる
。。
人人
口口
がが

減減
少少
しし
てて
もも
、、
人人
もも
町町
もも
元元
気気
でで
住住
みみ
たた

いい
住住
みみ
続続
けけ
たた
いい
とと
思思
ええ
るる
町町
でで
ああ
れれ
ばば

良良
いい
とと
思思
うう
。。
「「
少少
子子
化化
対対
策策
」」
のの
推推
進進

とと
とと
もも
にに
『『
観観
光光
をを
元元
気気
にに
すす
るる
・・
住住
民民

力力
をを
活活
かか
しし
たた
町町
づづ
くく
りり
をを
すす
るる
・・
地地
域域

のの
絆絆
をを
深深
めめ
るる
・・
高高
齢齢
者者
がが
暮暮
らら
しし
やや
すす

いい
環環
境境
をを
整整
ええ
るる
』』なな
どど
がが
大大
切切
でで
ああ
るる
。。

町町
はは
「「
人人
口口
減減
少少
にに
負負
けけ
なな
いい
町町
」」
をを
どど

のの
よよ
うう
にに
捉捉
ええ
てて
いい
るる
かか
。。
そそ
のの
実実
現現
のの

たた
めめ
にに
どど
のの
よよ
うう
なな
施施
策策
がが
考考
ええ
らら
れれ
るる

かか
。。  

  
  
  
 

町
長
町
と
し
て
も
、
今
後
も
人
口
が
減
少

し
て
い
く
傾
向
は
、
現
実
的
に
避
け
ら
れ
な

い
も
の
と
想
定
し
て
い
る
。
そ
う
い
っ
た
状

況
下
で
も
地
域
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
や
住
民
皆

様
の
生
活
が
維
持
出
来
る
よ
う
努
め
て
い

か
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と
認
識
し
て
い
る
。 

     

。 人
口
減
少
や
過
疎
が
必
ず
し
も
悪
い
こ
と 

だ
け
で
は
な
く
、
こ
れ
か
ら
の
時
代
の
ラ

イ
フ
ス
タ
イ
ル
に
も
合
致
す
る
こ
と
や
町

固
有
の
価
値
や
メ
リ
ッ
ト
に
つ
い
て
広
く

発
信
す
る
と
と
も
に
、
住
民
皆
様
に
も
町
の

良
さ
を
改
め
て
知
っ
て
い
た
だ
き
、
前
向
き

な
気
持
ち
に
な
れ
る
よ
う
な
ま
ち
づ
く
り

が
必
要
で
あ
る
と
考
え
て
い
る
。
減
少
し
て

い
く
人
口
に
対
し
て
は
、
少
な
い
人
口
規
模

で
も
地
域
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
や
生
活
が
成
り

立
つ
具
体
的
な
施
策
を
考
え
な
け
れ
ば
な

ら
な
い
。
町
と
し
て
も
、
人
口
減
少
に
負
け

な
い
魅
力
あ
る
ま
ち
づ
く
り
を
進
め
て
い

く
。  

                

              

質質
問問
２２
００
１１
５５
年年
策策
定定
のの
長長
期期
総総
合合
計計

画画
基基
本本
理理
念念
やや
２２
００
００
５５
年年
策策
定定
のの
『『
豊豊

かか
なな
自自
然然
環環
境境
をを
守守
りり
、、
健健
康康
でで
安安
心心
しし

てて
暮暮
らら
せせ
るる
町町
をを
後後
世世
にに
継継
承承
すす
るる
たた
めめ

のの
活活
動動
推推
進進
宣宣
言言
』』
はは
、、
町町
のの
魅魅
力力
、、
将将

来来
像像
をを
適適
確確
にに
捉捉
ええ
伝伝
ええ
てて
いい
るる
。。  

住住
民民
がが
地地
域域
にに
誇誇
りり
やや
愛愛
着着
をを
持持
ちち
貢貢
献献

しし
たた
いい
とと
思思
うう
気気
持持
ちち
をを
シシ
ビビ
ッッ
クク
ププ
ララ

イイ
ドド
、、
地地
域域
のの
個個
性性
をを
ロロ
ーー
カカ
ルル
アア
イイ
デデ

ンン
テテ
ィィ
テテ
ィィ
とと
いい
いい
、、
まま
ちち
づづ
くく
りり
委委
員員

会会
にに
よよ
るる
ママ
ナナ
ーー
アア
ッッ
ププ
啓啓
発発
事事
業業
はは
、、

ここ
れれ
らら
がが
発発
現現
しし
たた
好好
例例
とと
いい
ええ
るる
。。  

全全
国国
的的
、、
世世
界界
的的
なな
大大
きき
なな
情情
勢勢
変変
化化
のの

中中
、、
町町
もも
庁庁
舎舎
建建
設設
とと
いい
うう
大大
規規
模模
事事
業業

がが
検検
討討
段段
階階
にに
入入
りり
、、
町町
のの
将将
来来
のの
ああ
りり

方方
をを
決決
定定
づづ
けけ
るる
妥妥
協協
のの
でで
きき
なな
いい
時時
機機

にに
わわ
れれ
わわ
れれ
はは
臨臨
んん
でで
いい
るる
。。  

①①
庁庁
舎舎
建建
設設
委委
員員
会会
のの
住住
民民
委委
員員
のの
人人
数数
、、

女女
性性
参参
画画
比比
率率
はは
。。  

②②
奥奥
多多
摩摩
町町
をを
訪訪
れれ
るる
人人
々々
とと
住住
民民
とと
がが

交交
流流
すす
るる
環環
境境
イイ
ベベ
ンン
トト
のの
実実
施施
はは
。。  

③③
「「
ＳＳ
ＤＤ
ＧＧ
ｓｓ
アア
ワワ
ーー
ドド
西西
多多
摩摩
２２
００
２２  

            

２２
」」
でで
、、
奥奥
多多
摩摩
町町
のの
クク
リリ
ーー
ンン
キキ
ーー
パパ

ーー
OOPPTT
（（
オオ
ピピ
トト
））
のの
取取
組組
がが
最最
高高
賞賞
とと
なな

りり
、、受受
賞賞
者者
座座
談談
会会
でで
はは「「
ひひ
とと
づづ
くく
りり
」」

へへ
のの
言言
及及
がが
多多
いい
。。  

奥奥
多多
摩摩
町町
のの
まま
ちち
づづ
くく
りり
ひひ
とと
づづ
くく
りり
のの

官官
民民
協協
働働
のの
取取
組組
でで
ああ
るる
、、
まま
ちち
づづ
くく
りり

委委
員員
会会
事事
業業
・・
まま
ちち
づづ
くく
りり
推推
進進
事事
業業
はは

シシ
ビビ
ッッ
クク
ププ
ララ
イイ
ドド
、、
ロロ
ーー
カカ
ルル
アア
イイ
デデ

ンン
テテ
ィィ
テテ
ィィ
醸醸
成成
にに
有有
効効
でで
ああ
るる
。。
支支
援援

強強
化化
をを
。。 

町
長
①
庁
舎
建
設
委
員
会
の
住
民
委
員
は

３
名
。
委
員
会
16
名
の
う
ち
、
女
性
委
員
は

４
名
で
参
画
比
率
は
25
％
。 

②
環
境
イ
ベ
ン
ト
の
実
施
の
予
定
は
な
い
。

セ
ラ
ピ
ー
ウ
ォ
ー
ク
な
ど
自
然
を
活
か
し

た
イ
ベ
ン
ト
を
行
っ
て
い
て
、
基
本
的
に
こ

れ
か
ら
も
お
く
た
ま
地
域
振
興
財
団
を
中

心
に
、
森
林
セ
ラ
ピ
ー
事
業
を
推
進
す
る
。 

③
支
援
強
化
等
の
検
討
は
、
ま
ち
づ
く
り
委

員
の
意
向
を
含
め
、
委
員
会
で
協
議
す
る
必

要
が
あ
る
。 

問問  

人人
口口
減減
少少
にに
負負
けけ
なな
いい
奥奥
多多
摩摩
町町
をを
目目

指指
しし
てて  

答 

魅
力
あ
る
ま
ち
づ
く
り
を
進
め
て
い
く  

問問  

奥奥
多多
摩摩
町町
のの
庁庁
舎舎
建建
設設
、、
将将
来来
像像
、、
シシ
ビビ
ッッ
クク
ププ
ララ
イイ
ドド
、、
ロロ

ーー
カカ
ルル
アア
イイ
デデ
ンン
テテ
ィィ
テテ
ィィ
、、
ＳＳ
ＤＤ
ＧＧ
ｓｓ
にに
つつ
いい
てて  

答 

庁
舎
建
設
委
員
会
の
住
民
委
員
は
３
名
、

女
性
参
画
比
率
は
25
％  

山なみ会 

小山
こ や ま

 辰
たつ

美
み

議員 

どんぐり 

伊藤
い と う

 英人
ひ で と

議員 
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人
口
減
少
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負
け
な
い
奥
多
摩
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目
指
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て

問	

奥
多
摩
町
の
庁
舎
建
設
、
将
来
像
、
シ
ビ
ッ
ク
プ
ラ
イ
ド
、

	

ロ
ー
カ
ル
ア
イ
デ
ン
テ
ィ
テ
ィ
、
Ｓ
Ｄ
Ｇ
ｓ
に
つ
い
て

答	

魅
力
あ
る
ま
ち
づ
く
り
を
進
め
て
い
く

答	

庁
舎
建
設
委
員
会
の
住
民
委
員
は
３
名
、
女
性

	

参
画
比
率
は
25
％
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質質
問問
令令
和和
２２
年年
1122
月月
、、
町町
のの
人人
口口
はは
５５
００

００
００
人人
をを
割割
りり
、、
７７
月月
１１
日日
現現
在在
はは
４４
８８

１１
５５
人人
だだ
。。
毎毎
年年
110000
人人
前前
後後
のの
減減
少少
がが
ああ

っっ
たた
がが
、、
町町
はは
「「
少少
子子
化化
対対
策策
」」
をを
推推
進進

しし
人人
口口
減減
少少
をを
抑抑
制制
しし
てて
いい
るる
。。
人人
口口
がが

減減
少少
しし
てて
もも
、、
人人
もも
町町
もも
元元
気気
でで
住住
みみ
たた

いい
住住
みみ
続続
けけ
たた
いい
とと
思思
ええ
るる
町町
でで
ああ
れれ
ばば

良良
いい
とと
思思
うう
。。
「「
少少
子子
化化
対対
策策
」」
のの
推推
進進

とと
とと
もも
にに
『『
観観
光光
をを
元元
気気
にに
すす
るる
・・
住住
民民

力力
をを
活活
かか
しし
たた
町町
づづ
くく
りり
をを
すす
るる
・・
地地
域域

のの
絆絆
をを
深深
めめ
るる
・・
高高
齢齢
者者
がが
暮暮
らら
しし
やや
すす

いい
環環
境境
をを
整整
ええ
るる
』』なな
どど
がが
大大
切切
でで
ああ
るる
。。

町町
はは
「「
人人
口口
減減
少少
にに
負負
けけ
なな
いい
町町
」」
をを
どど

のの
よよ
うう
にに
捉捉
ええ
てて
いい
るる
かか
。。
そそ
のの
実実
現現
のの

たた
めめ
にに
どど
のの
よよ
うう
なな
施施
策策
がが
考考
ええ
らら
れれ
るる

かか
。。  

  
  
  
 

町
長
町
と
し
て
も
、
今
後
も
人
口
が
減
少

し
て
い
く
傾
向
は
、
現
実
的
に
避
け
ら
れ
な

い
も
の
と
想
定
し
て
い
る
。
そ
う
い
っ
た
状

況
下
で
も
地
域
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
や
住
民
皆

様
の
生
活
が
維
持
出
来
る
よ
う
努
め
て
い

か
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と
認
識
し
て
い
る
。 

     

。 人
口
減
少
や
過
疎
が
必
ず
し
も
悪
い
こ
と 

だ
け
で
は
な
く
、
こ
れ
か
ら
の
時
代
の
ラ

イ
フ
ス
タ
イ
ル
に
も
合
致
す
る
こ
と
や
町

固
有
の
価
値
や
メ
リ
ッ
ト
に
つ
い
て
広
く

発
信
す
る
と
と
も
に
、
住
民
皆
様
に
も
町
の

良
さ
を
改
め
て
知
っ
て
い
た
だ
き
、
前
向
き

な
気
持
ち
に
な
れ
る
よ
う
な
ま
ち
づ
く
り

が
必
要
で
あ
る
と
考
え
て
い
る
。
減
少
し
て

い
く
人
口
に
対
し
て
は
、
少
な
い
人
口
規
模

で
も
地
域
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
や
生
活
が
成
り

立
つ
具
体
的
な
施
策
を
考
え
な
け
れ
ば
な

ら
な
い
。
町
と
し
て
も
、
人
口
減
少
に
負
け

な
い
魅
力
あ
る
ま
ち
づ
く
り
を
進
め
て
い

く
。  

                

              

質質
問問
２２
００
１１
５５
年年
策策
定定
のの
長長
期期
総総
合合
計計

画画
基基
本本
理理
念念
やや
２２
００
００
５５
年年
策策
定定
のの
『『
豊豊

かか
なな
自自
然然
環環
境境
をを
守守
りり
、、
健健
康康
でで
安安
心心
しし

てて
暮暮
らら
せせ
るる
町町
をを
後後
世世
にに
継継
承承
すす
るる
たた
めめ

のの
活活
動動
推推
進進
宣宣
言言
』』
はは
、、
町町
のの
魅魅
力力
、、
将将

来来
像像
をを
適適
確確
にに
捉捉
ええ
伝伝
ええ
てて
いい
るる
。。  

住住
民民
がが
地地
域域
にに
誇誇
りり
やや
愛愛
着着
をを
持持
ちち
貢貢
献献

しし
たた
いい
とと
思思
うう
気気
持持
ちち
をを
シシ
ビビ
ッッ
クク
ププ
ララ

イイ
ドド
、、
地地
域域
のの
個個
性性
をを
ロロ
ーー
カカ
ルル
アア
イイ
デデ

ンン
テテ
ィィ
テテ
ィィ
とと
いい
いい
、、
まま
ちち
づづ
くく
りり
委委
員員

会会
にに
よよ
るる
ママ
ナナ
ーー
アア
ッッ
ププ
啓啓
発発
事事
業業
はは
、、

ここ
れれ
らら
がが
発発
現現
しし
たた
好好
例例
とと
いい
ええ
るる
。。  

全全
国国
的的
、、
世世
界界
的的
なな
大大
きき
なな
情情
勢勢
変変
化化
のの

中中
、、
町町
もも
庁庁
舎舎
建建
設設
とと
いい
うう
大大
規規
模模
事事
業業

がが
検検
討討
段段
階階
にに
入入
りり
、、
町町
のの
将将
来来
のの
ああ
りり

方方
をを
決決
定定
づづ
けけ
るる
妥妥
協協
のの
でで
きき
なな
いい
時時
機機

にに
わわ
れれ
わわ
れれ
はは
臨臨
んん
でで
いい
るる
。。  

①①
庁庁
舎舎
建建
設設
委委
員員
会会
のの
住住
民民
委委
員員
のの
人人
数数
、、

女女
性性
参参
画画
比比
率率
はは
。。  

②②
奥奥
多多
摩摩
町町
をを
訪訪
れれ
るる
人人
々々
とと
住住
民民
とと
がが

交交
流流
すす
るる
環環
境境
イイ
ベベ
ンン
トト
のの
実実
施施
はは
。。  

③③
「「
ＳＳ
ＤＤ
ＧＧ
ｓｓ
アア
ワワ
ーー
ドド
西西
多多
摩摩
２２
００
２２  

            

２２
」」
でで
、、
奥奥
多多
摩摩
町町
のの
クク
リリ
ーー
ンン
キキ
ーー
パパ

ーー
OOPPTT
（（
オオ
ピピ
トト
））
のの
取取
組組
がが
最最
高高
賞賞
とと
なな

りり
、、受受
賞賞
者者
座座
談談
会会
でで
はは「「
ひひ
とと
づづ
くく
りり
」」

へへ
のの
言言
及及
がが
多多
いい
。。  

奥奥
多多
摩摩
町町
のの
まま
ちち
づづ
くく
りり
ひひ
とと
づづ
くく
りり
のの

官官
民民
協協
働働
のの
取取
組組
でで
ああ
るる
、、
まま
ちち
づづ
くく
りり

委委
員員
会会
事事
業業
・・
まま
ちち
づづ
くく
りり
推推
進進
事事
業業
はは

シシ
ビビ
ッッ
クク
ププ
ララ
イイ
ドド
、、
ロロ
ーー
カカ
ルル
アア
イイ
デデ

ンン
テテ
ィィ
テテ
ィィ
醸醸
成成
にに
有有
効効
でで
ああ
るる
。。
支支
援援

強強
化化
をを
。。 

町
長
①
庁
舎
建
設
委
員
会
の
住
民
委
員
は

３
名
。
委
員
会
16
名
の
う
ち
、
女
性
委
員
は

４
名
で
参
画
比
率
は
25
％
。 

②
環
境
イ
ベ
ン
ト
の
実
施
の
予
定
は
な
い
。

セ
ラ
ピ
ー
ウ
ォ
ー
ク
な
ど
自
然
を
活
か
し

た
イ
ベ
ン
ト
を
行
っ
て
い
て
、
基
本
的
に
こ

れ
か
ら
も
お
く
た
ま
地
域
振
興
財
団
を
中

心
に
、
森
林
セ
ラ
ピ
ー
事
業
を
推
進
す
る
。 

③
支
援
強
化
等
の
検
討
は
、
ま
ち
づ
く
り
委

員
の
意
向
を
含
め
、
委
員
会
で
協
議
す
る
必

要
が
あ
る
。 

問問  

人人
口口
減減
少少
にに
負負
けけ
なな
いい
奥奥
多多
摩摩
町町
をを
目目

指指
しし
てて  

答 

魅
力
あ
る
ま
ち
づ
く
り
を
進
め
て
い
く  

問問  

奥奥
多多
摩摩
町町
のの
庁庁
舎舎
建建
設設
、、
将将
来来
像像
、、
シシ
ビビ
ッッ
クク
ププ
ララ
イイ
ドド
、、
ロロ

ーー
カカ
ルル
アア
イイ
デデ
ンン
テテ
ィィ
テテ
ィィ
、、
ＳＳ
ＤＤ
ＧＧ
ｓｓ
にに
つつ
いい
てて  

答 

庁
舎
建
設
委
員
会
の
住
民
委
員
は
３
名
、

女
性
参
画
比
率
は
25
％  

山なみ会 

小山
こ や ま

 辰
たつ

美
み

議員 

どんぐり 

伊藤
い と う

 英人
ひ で と

議員 
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質質
問問
２２
００
２２
２２
年年
８８
月月
１１
日日
現現
在在
、、
奥奥
多多

摩摩
町町
にに
はは
6677
人人
のの
外外
国国
籍籍
のの
方方
がが
暮暮
らら

しし
てて
いい
るる
。。
人人
口口
比比
率率
はは
11..44
％％
でで
、、
高高
齢齢

化化
率率
がが
5511
％％
をを
超超
ええ
るる
町町
にに
とと
っっ
てて
、、
ここ

のの
比比
率率
はは
決決
しし
てて
無無
視視
でで
きき
なな
いい
もも
のの
だだ

とと
思思
うう
。。  

奥奥
多多
摩摩
町町
でで
特特
徴徴
的的
だだ
とと
思思
うう
ここ
とと
がが
、、

在在
住住
すす
るる
外外
国国
籍籍
住住
民民
のの
多多
くく
がが
技技
能能
実実

習習
生生
でで
ああ
りり
、、
貴貴
重重
なな
労労
働働
力力
とと
しし
てて
、、

町町
内内
のの
福福
祉祉
施施
設設
やや
建建
設設
現現
場場
でで
働働
いい
てて

いい
るる
。。技技
能能
実実
習習
生生
のの
よよ
うう
なな
外外
国国
人人
はは
、、

労労
働働
力力
人人
口口
のの
減減
少少
がが
加加
速速
すす
るる
中中
、、
今今

後後
まま
すす
まま
すす
増増
ええ
てて
いい
くく
ここ
とと
がが
予予
想想
ささ

れれ
、、
町町
をを
支支
ええ
るる
貴貴
重重
なな
働働
きき
手手
とと
なな
りり

ええ
るる
。。
しし
かか
しし
現現
在在
、、
奥奥
多多
摩摩
町町
にに
はは
、、

外外
国国
籍籍
住住
民民
にに
対対
応応
すす
るる
特特
定定
のの
窓窓
口口
がが

なな
いい
。。
まま
たた
、、
町町
内内
にに
はは
国国
際際
交交
流流
協協
会会

のの
よよ
うう
なな
団団
体体
もも
なな
いい
たた
めめ
、、
外外
国国
籍籍
住住

民民
のの
ササ
ポポ
ーー
トト
はは
、、
受受
けけ
入入
れれ
企企
業業
やや
各各

家家
庭庭
がが
担担
っっ
てて
いい
るる
。。  

今今
後後
、、
外外
国国
人人
とと
のの
共共
生生
社社
会会
をを
実実
現現
すす

るる
たた
めめ
にに
、、
町町
はは
どど
のの
よよ
うう
なな
対対
応応
をを
考考

ええ
てて
いい
るる
のの
かか
。。  

町
長
町
で
は
、
外
国
人
住
民
に
対
す
る
相

談
窓
口
は
設
置
し
て
い
な
い
が
、
東
京
都
が

作
成
し
た
多
文
化
共
生
推
進
に
係
る
各
種

発
行
物
を
技
能
実
習
生
や 

EPA 

介
護
福
祉

士
候
補
生
の
就
労
先
で
あ
る
介
護
老
人
福

祉
施
設
等
に
配
布
し
て
活
用
を
図
っ
て
い

る
。
転
入
等
の
手
続
き
は
、
住
民
課
の
総
合

窓
口
係
で
対
応
し
て
い
る
が
、
ほ
と
ん
ど
の

外
国
人
が
最
低
限
の
日
本
語
を
話
せ
る
状

況
に
あ
る
。 

ま
た
、
日
本
語
で
の
や
り
取
り
が
困
難
な
外

国
人
が
来
庁
す
る
ケ
ー
ス
も
稀
に
あ
る
が
、

そ
の
際
は
、
就
業
先
の
事
業
者
が
付
き
添
っ

て
く
る
場
合
や
町
側
で
グ
ー
グ
ル
翻
訳
を

活
用
し
て
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
を
図
り

な
が
ら
、
手
続
き
を
行
っ
て
い
る
。 

町
と
し
て
は
、
東
京
都
の
施
策
を
活
用
す
る

と
と
も
に
、
技
能
実
習
生
等
に
つ
い
て
は
、

受
け
入
れ
先
事
業
者
や
関
係
機
関
の
協
力

を
受
け
な
が
ら
、
外
国
人
と
の
共
生
社
会
の

実
現
を
目
指
し
て
い
き
た
い
。 

            

質質
問問
疾疾
病病
をを
抱抱
ええ
たた
職職
員員
がが
治治
療療
とと
仕仕

事事
をを
両両
立立
出出
来来
るる
よよ
うう
にに
すす
るる
たた
めめ
、、
厚厚

生生
労労
働働
省省
はは
適適
切切
なな
就就
業業
上上
のの
措措
置置
やや
配配

慮慮
、、
関関
係係
者者
のの
役役
割割
、、
環環
境境
整整
備備
、、
個個
別別

のの
労労
働働
者者
へへ
のの
支支
援援
のの
進進
めめ
方方
等等
をを
まま
とと

めめ
たた
ガガ
イイ
ドド
ララ
イイ
ンン
をを
発発
表表
しし
てて
いい
るる
。。

ガガ
イイ
ドド
ララ
イイ
ンン
でで
はは
、、
本本
人人
かか
らら
のの
申申
しし

出出
がが
円円
滑滑
にに
行行
わわ
れれ
るる
よよ
うう
環環
境境
整整
備備
がが

重重
要要
でで
ああ
るる
とと
示示
しし
てて
いい
るる
がが
、、
町町
でで
はは

どど
のの
よよ
うう
にに
環環
境境
整整
備備
がが
ささ
れれ
てて
いい
るる
のの

かか
。。  

①①
事事
業業
場場
内内
ルル
ーー
ルル
のの
作作
成成
とと
周周
知知  

  

②②
労労
働働
者者
やや
管管
理理
職職
等等
にに
対対
すす
るる
研研
修修
にに

よよ
るる
意意
識識
啓啓
発発  

③③
相相
談談
窓窓
口口
やや
情情
報報
のの
取取
扱扱
方方
法法
のの
明明
確確

化化  町
長
①
職
員
の
福
利
厚
生
を
図
る
こ
と
を

目
的
と
し
て
、
「
厚
生
制
度
」
と
「
共
済
制

度
」
を
規
定
し
て
お
り
、
職
員
の
職
場
に
お

け
る
「
安
全
管
理
」
及
び
「
衛
生
管
理
」
に

関
し
、
必
要
な
事
項
を
定
め
て
い
る
。
「
福

利
厚
生
制
度
」
や
「
安
全
衛
生
規
程
」
な
ど 

   

の
必
要
事
項
は
職
員
に
周
知
が
さ
れ
て
い 

る
。
②
毎
年
度
４
月
に
行
わ
れ
る
「
課
長
会 

議
」
に
て
、
前
年
度
実
施
し
た
「
職
員
の
健

康
診
断
」
、「
ス
ト
レ
ス
チ
ェ
ッ
ク
の
結
果
」、

「
時
間
外
勤
務
の
状
況
」
及
び
「
年
次
有
給

休
暇
や
振
替
休
暇
の
取
得
」
に
つ
い
て
説
明

し
、
各
課
長
・
係
長
職
に
つ
い
て
は
、
職
員

の
健
康
状
況
・
管
理
等
に
つ
い
て
注
視
す
る

よ
う
指
示
し
て
い
る
。
ま
た
、
令
和
２
年
度

に
、
「
パ
ワ
ー
ハ
ラ
ス
メ
ン
ト
」
の
オ
ン
ラ

イ
ン
研
修
講
座
を
職
員
研
修
と
し
て
実
施

し
た
。
③
「
総
務
課
長
」
及
び
「
庶
務
係
」

が
職
員
の
窓
口
と
な
り
相
談
対
応
を
行
な

っ
て
お
り
、
更
に
必
要
な
状
況
が
生
じ
た
際

に
は
、
「
衛
生
管
理
者
」
を
通
じ
て
「
産
業

医
」
へ
の
受
診
や
医
療
機
関
へ
の
受
診
に
繋

げ
て
い
る
。
い
ず
れ
に
し
て
も
職
員
が
健
康

で
元
気
に
、
仕
事
と
生
活
の
調
和
の
と
れ
た

働
き
方
が
で
き
る
よ
う
、
引
き
続
き
、
職
員

か
ら
の
申
し
出
や
相
談
等
が
円
滑
に
出
来

る
よ
う
な
職
場
の
環
境
づ
く
り
に
努
め
て

い
き
た
い
。 

答 

関
係
機
関
の
協
力
を
受
け
な
が
ら
外
国
人
と

の
共
生
社
会
の
実
現
を
目
指
し
て
い
き
た
い  

幸福実現党 宇宙会 

森田
も り た

 紀子
の り こ

議員 

問問  

奥奥
多多
摩摩
町町
にに
おお
けけ
るる
外外
国国
人人
施施
策策
にに
つつ
いい
てて  

問問  

治治
療療
とと
仕仕
事事
のの
両両
立立
支支
援援
にに
つつ
いい
てて  

答 

職
員
か
ら
の
申
し
出
や
相
談
等
が
円
滑
に
出
来
る

よ
う
な
職
場
の
環
境
づ
く
り
に
努
め
て
い
き
た
い  

日本共産党 

大澤
おおさわ

由
ゆ

香里
か り

議員 

問	

奥
多
摩
町
に
お
け
る
外
国
人
施
策
に
つ
い
て

問	

治
療
と
仕
事
の
両
立
支
援
に
つ
い
て

答	

関
係
機
関
の
協
力
を
受
け
な
が
ら
外
国
人
と	

	

の
共
生
社
会
の
実
現
を
目
指
し
て
い
き
た
い

答	

職
員
か
ら
の
申
し
出
や
相
談
等
が
円
滑
に
出
来
る

よ
う
な
職
場
の
環
境
づ
く
り
に
努
め
て
い
き
た
い
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質質
問問
２２
００
２２
２２
年年
８８
月月
１１
日日
現現
在在
、、
奥奥
多多

摩摩
町町
にに
はは
6677
人人
のの
外外
国国
籍籍
のの
方方
がが
暮暮
らら

しし
てて
いい
るる
。。
人人
口口
比比
率率
はは
11..44
％％
でで
、、
高高
齢齢

化化
率率
がが
5511
％％
をを
超超
ええ
るる
町町
にに
とと
っっ
てて
、、
ここ

のの
比比
率率
はは
決決
しし
てて
無無
視視
でで
きき
なな
いい
もも
のの
だだ

とと
思思
うう
。。  

奥奥
多多
摩摩
町町
でで
特特
徴徴
的的
だだ
とと
思思
うう
ここ
とと
がが
、、

在在
住住
すす
るる
外外
国国
籍籍
住住
民民
のの
多多
くく
がが
技技
能能
実実

習習
生生
でで
ああ
りり
、、
貴貴
重重
なな
労労
働働
力力
とと
しし
てて
、、

町町
内内
のの
福福
祉祉
施施
設設
やや
建建
設設
現現
場場
でで
働働
いい
てて

いい
るる
。。技技
能能
実実
習習
生生
のの
よよ
うう
なな
外外
国国
人人
はは
、、

労労
働働
力力
人人
口口
のの
減減
少少
がが
加加
速速
すす
るる
中中
、、
今今

後後
まま
すす
まま
すす
増増
ええ
てて
いい
くく
ここ
とと
がが
予予
想想
ささ

れれ
、、
町町
をを
支支
ええ
るる
貴貴
重重
なな
働働
きき
手手
とと
なな
りり

ええ
るる
。。
しし
かか
しし
現現
在在
、、
奥奥
多多
摩摩
町町
にに
はは
、、

外外
国国
籍籍
住住
民民
にに
対対
応応
すす
るる
特特
定定
のの
窓窓
口口
がが

なな
いい
。。
まま
たた
、、
町町
内内
にに
はは
国国
際際
交交
流流
協協
会会

のの
よよ
うう
なな
団団
体体
もも
なな
いい
たた
めめ
、、
外外
国国
籍籍
住住

民民
のの
ササ
ポポ
ーー
トト
はは
、、
受受
けけ
入入
れれ
企企
業業
やや
各各

家家
庭庭
がが
担担
っっ
てて
いい
るる
。。  

今今
後後
、、
外外
国国
人人
とと
のの
共共
生生
社社
会会
をを
実実
現現
すす

るる
たた
めめ
にに
、、
町町
はは
どど
のの
よよ
うう
なな
対対
応応
をを
考考

ええ
てて
いい
るる
のの
かか
。。  

町
長
町
で
は
、
外
国
人
住
民
に
対
す
る
相

談
窓
口
は
設
置
し
て
い
な
い
が
、
東
京
都
が

作
成
し
た
多
文
化
共
生
推
進
に
係
る
各
種

発
行
物
を
技
能
実
習
生
や 

EPA 

介
護
福
祉

士
候
補
生
の
就
労
先
で
あ
る
介
護
老
人
福

祉
施
設
等
に
配
布
し
て
活
用
を
図
っ
て
い

る
。
転
入
等
の
手
続
き
は
、
住
民
課
の
総
合

窓
口
係
で
対
応
し
て
い
る
が
、
ほ
と
ん
ど
の

外
国
人
が
最
低
限
の
日
本
語
を
話
せ
る
状

況
に
あ
る
。 

ま
た
、
日
本
語
で
の
や
り
取
り
が
困
難
な
外

国
人
が
来
庁
す
る
ケ
ー
ス
も
稀
に
あ
る
が
、

そ
の
際
は
、
就
業
先
の
事
業
者
が
付
き
添
っ

て
く
る
場
合
や
町
側
で
グ
ー
グ
ル
翻
訳
を

活
用
し
て
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
を
図
り

な
が
ら
、
手
続
き
を
行
っ
て
い
る
。 

町
と
し
て
は
、
東
京
都
の
施
策
を
活
用
す
る

と
と
も
に
、
技
能
実
習
生
等
に
つ
い
て
は
、

受
け
入
れ
先
事
業
者
や
関
係
機
関
の
協
力

を
受
け
な
が
ら
、
外
国
人
と
の
共
生
社
会
の

実
現
を
目
指
し
て
い
き
た
い
。 

            

質質
問問
疾疾
病病
をを
抱抱
ええ
たた
職職
員員
がが
治治
療療
とと
仕仕

事事
をを
両両
立立
出出
来来
るる
よよ
うう
にに
すす
るる
たた
めめ
、、
厚厚

生生
労労
働働
省省
はは
適適
切切
なな
就就
業業
上上
のの
措措
置置
やや
配配

慮慮
、、
関関
係係
者者
のの
役役
割割
、、
環環
境境
整整
備備
、、
個個
別別

のの
労労
働働
者者
へへ
のの
支支
援援
のの
進進
めめ
方方
等等
をを
まま
とと

めめ
たた
ガガ
イイ
ドド
ララ
イイ
ンン
をを
発発
表表
しし
てて
いい
るる
。。

ガガ
イイ
ドド
ララ
イイ
ンン
でで
はは
、、
本本
人人
かか
らら
のの
申申
しし

出出
がが
円円
滑滑
にに
行行
わわ
れれ
るる
よよ
うう
環環
境境
整整
備備
がが

重重
要要
でで
ああ
るる
とと
示示
しし
てて
いい
るる
がが
、、
町町
でで
はは

どど
のの
よよ
うう
にに
環環
境境
整整
備備
がが
ささ
れれ
てて
いい
るる
のの

かか
。。  

①①
事事
業業
場場
内内
ルル
ーー
ルル
のの
作作
成成
とと
周周
知知  

  

②②
労労
働働
者者
やや
管管
理理
職職
等等
にに
対対
すす
るる
研研
修修
にに

よよ
るる
意意
識識
啓啓
発発  

③③
相相
談談
窓窓
口口
やや
情情
報報
のの
取取
扱扱
方方
法法
のの
明明
確確

化化  町
長
①
職
員
の
福
利
厚
生
を
図
る
こ
と
を

目
的
と
し
て
、
「
厚
生
制
度
」
と
「
共
済
制

度
」
を
規
定
し
て
お
り
、
職
員
の
職
場
に
お

け
る
「
安
全
管
理
」
及
び
「
衛
生
管
理
」
に

関
し
、
必
要
な
事
項
を
定
め
て
い
る
。
「
福

利
厚
生
制
度
」
や
「
安
全
衛
生
規
程
」
な
ど 

   

の
必
要
事
項
は
職
員
に
周
知
が
さ
れ
て
い 

る
。
②
毎
年
度
４
月
に
行
わ
れ
る
「
課
長
会 

議
」
に
て
、
前
年
度
実
施
し
た
「
職
員
の
健

康
診
断
」
、「
ス
ト
レ
ス
チ
ェ
ッ
ク
の
結
果
」、

「
時
間
外
勤
務
の
状
況
」
及
び
「
年
次
有
給

休
暇
や
振
替
休
暇
の
取
得
」
に
つ
い
て
説
明

し
、
各
課
長
・
係
長
職
に
つ
い
て
は
、
職
員

の
健
康
状
況
・
管
理
等
に
つ
い
て
注
視
す
る

よ
う
指
示
し
て
い
る
。
ま
た
、
令
和
２
年
度

に
、
「
パ
ワ
ー
ハ
ラ
ス
メ
ン
ト
」
の
オ
ン
ラ

イ
ン
研
修
講
座
を
職
員
研
修
と
し
て
実
施

し
た
。
③
「
総
務
課
長
」
及
び
「
庶
務
係
」

が
職
員
の
窓
口
と
な
り
相
談
対
応
を
行
な

っ
て
お
り
、
更
に
必
要
な
状
況
が
生
じ
た
際

に
は
、
「
衛
生
管
理
者
」
を
通
じ
て
「
産
業

医
」
へ
の
受
診
や
医
療
機
関
へ
の
受
診
に
繋

げ
て
い
る
。
い
ず
れ
に
し
て
も
職
員
が
健
康

で
元
気
に
、
仕
事
と
生
活
の
調
和
の
と
れ
た

働
き
方
が
で
き
る
よ
う
、
引
き
続
き
、
職
員

か
ら
の
申
し
出
や
相
談
等
が
円
滑
に
出
来

る
よ
う
な
職
場
の
環
境
づ
く
り
に
努
め
て

い
き
た
い
。 

答 

関
係
機
関
の
協
力
を
受
け
な
が
ら
外
国
人
と

の
共
生
社
会
の
実
現
を
目
指
し
て
い
き
た
い  

幸福実現党 宇宙会 

森田
も り た

 紀子
の り こ

議員 

問問  

奥奥
多多
摩摩
町町
にに
おお
けけ
るる
外外
国国
人人
施施
策策
にに
つつ
いい
てて  

問問  

治治
療療
とと
仕仕
事事
のの
両両
立立
支支
援援
にに
つつ
いい
てて  

答 

職
員
か
ら
の
申
し
出
や
相
談
等
が
円
滑
に
出
来
る

よ
う
な
職
場
の
環
境
づ
く
り
に
努
め
て
い
き
た
い  

日本共産党 

大澤
おおさわ

由
ゆ

香里
か り

議員 
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請請
願願
・・
陳陳
情情
はは
！！  

1122
月月
定定
例例
会会
でで
はは
、、
1111
月月
1155
日日
まま
でで

にに
受受
理理
しし
たた
もも
のの
をを
審審
議議
しし
まま
すす
。。
そそ
れれ

以以
降降
のの
受受
付付
のの
場場
合合
はは
、、
次次
回回
定定
例例
会会
でで

審審
議議
すす
るる
ここ
とと
にに
なな
りり
まま
すす
。。
提提
出出
すす
るる

際際
はは
、、
次次
のの
ここ
とと
にに
ごご
注注
意意
くく
だだ
ささ
いい
。。  

①①
請請
願願
にに
はは
必必
ずず
１１
人人
以以
上上
のの
紹紹
介介
議議
員員

がが
必必
要要
でで
すす
。。（（
陳陳
情情
はは
不不
要要
でで
すす
））  

②②
請請
願願
・・
陳陳
情情
者者
はは
、、
住住
所所
・・
氏氏
名名
・・
電電
話話

番番
号号
をを
必必
ずず
記記
載載
しし
、、
署署
名名
（（
記記
名名
のの
場場

合合
はは
押押
印印
））
しし
てて
くく
だだ
ささ
いい
。。  

③③
提提
出出
はは
議議
会会
事事
務務
局局
へへ
ごご
持持
参参
くく
だだ
ささ

いい
。。（（
郵郵
送送
不不
可可
））  

④④
詳詳
しし
いい
ここ
とと
はは
議議
会会
事事
務務
局局
にに
おお
問問
いい

合合
せせ
くく
だだ
ささ
いい
。。  

  

 
８８
月月    

1
日  

庁
舎
建
設
説
明
会  

2
日 

都
議
会
予
算
要
望 

 
 
 
 

海
外
派
遣
事
業
壮
行
会 

3
日 

決
算
審
査 

5
日 

決
算
審
査 

8
日 

決
算
審
査 

三
多
摩
上
下
水
及
び
道
路
建
設
促
進 

協
議
会
第
３
委
員
会 

西
秋
川
衛
生
組
合
議
会
臨
時
会 

15
日 

戦
没
者
追
悼
式 

秋
川
流
域
斎
場
組
合
定
期
監
査 

19
日 

決
算
審
査 

 
 
 

三
多
摩
上
下
水
及
び
道
路
建
設
促
進 

協
議
会
陳
情
行
動 

25
日 

例
月
出
納
検
査 

30
日 

議
会
運
営
委
員
会 

 

９９
月月   

3
日 

青
梅
・
奥
多
摩
交
通
安
全
の
集
い 

6
日 

町
議
会
第
３
回
定
例
会 

7
日 

町
議
会
第
３
回
定
例
会 

経
済
厚
生
常
任
委
員
会 

9
日 

町
議
会
第
３
回
定
例
会 

13
日 

決
算
特
別
委
員
会 

14
日 

決
算
特
別
委
員
会 

議
会
運
営
委
員
会 

16
日 

町
議
会
第
３
回
定
例
会 

17
日 

海
外
派
遣
事
業
帰
国
報
告
会 

22
日 

例
月
出
納
検
査 

23
日 

古
里
小
学
校
運
動
会 

30
日 

庁
舎
建
設
委
員
会 

 

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
対 

 

策
本
部
会
議 

 

1100

月月    

１
日 

氷
川
小
学
校
運
動
会 

５
日 

青
梅
・
奥
多
摩
防
犯
の
つ
ど
い 

６
日 

議
会
だ
よ
り
編
集
委
員
会 

７
日 

西
多
摩
地
区
議
長
会
定
例
会
議 

西
多
摩
地
区
議
長
会
議
員
研
修
会

（
オ
ン
ラ
イ
ン
開
催
） 

10
日  

子
ど
も
国
際
交
流
音
楽
祭 

11
日 
奥
多
摩
交
流
コ
ン
サ
ー
ト 

16
日 
奥
多
摩
ス
ポ
ー
ツ
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル 

 
 
 

山
ふ
る
音
楽
祭 

17
日 

特
定
事
案
検
討
委
員
会 

18
日 

東
京
都
道
路
整
備
事
業
推
進
大
会 

20
日 

例
月
出
納
検
査 

21
日 

(

一
社)

青
梅
青
年
会
議
所
設
立
55

周
年
記
念
式
典 

庁
舎
建
設
委
員
会 

22
日 

福
祉
大
会 

井
上
利
則
氏
藍
綬
褒
章
受
章
祝
賀
会 

24
日 

秋
川
流
域
斎
場
組
合
議
会
定
例
会 

 
 
 

西
秋
川
衛
生
組
合
議
会
定
例
会 

26
日 

町
村
監
査
委
員
全
国
研
修
会 

28
日 

千
葉
県
大
多
喜
町
行
政
視
察 

29
日
～
30
日 

奥
多
摩
ふ
れ
あ
い
ま
つ
り 

31
日 

青
梅
商
工
会
議
所
臨
時
議
員
総
会 

                            

 

次次回回 1122 月月第第 44 回回定定例例会会日日程程（（予予定定））  
  
議議会会運運営営委委員員会会  １１１１月月２２１１日日（（月月））  
本本        会会        議議  １１１１月月３３００日日（（水水））  

１１２２月月    ２２日日（（金金））  
６６日日（（火火））一一般般質質問問  

陳陳情情受受付付期期間間    １１１１月月１１５５日日（（火火））ままでで  
  
会会議議のの予予定定はは変変更更ににななるる場場合合ががあありりまますす。。詳詳細細
はは、、下下記記ままででおお問問いい合合わわせせくくだだささいい。。  
      
☎☎００４４２２８８（（８８３３））２２３３００２２（（議議会会事事務務局局直直通通）） 
 

 ≪≪

おお
詫詫
びび
とと
訂訂
正正≫≫

  
  

町町
議議
会会
だだ
よよ
りり
前前
号号

（（
220022
号号
））
のの
１１
ペペ
ーー
ジジ
、、
奥奥

多多
摩摩
中中
学学
校校
体体
育育
大大
会会
開開

催催
写写
真真
のの
紹紹
介介
文文
中中
、、「「
２２

年年
ぶぶ
りり
」」
はは
誤誤
りり
でで
すす
。。  

おお
詫詫
びび
しし
てて
訂訂
正正
いい
たた

しし
まま
すす
。。  

  

 

 

1
日	

庁
舎
建
設
説
明
会	

2
日	

都
議
会
予
算
要
望

	

海
外
派
遣
事
業
壮
行
会

3
日	

決
算
審
査

5
日	

決
算
審
査

8
日	

決
算
審
査

	

三
多
摩
上
下
水
及
び
道
路
建
設
促
進

	

協
議
会
第
３
委
員
会

	

西
秋
川
衛
生
組
合
議
会
臨
時
会

15
日	

戦
没
者
追
悼
式

	

秋
川
流
域
斎
場
組
合
定
期
監
査

19
日	

決
算
審
査

	

三
多
摩
上
下
水
及
び
道
路
建
設
促
進

	

協
議
会
陳
情
行
動

25
日	

例
月
出
納
検
査

30
日	

議
会
運
営
委
員
会

3
日	

青
梅
・
奥
多
摩
交
通
安
全
の
集
い

6
日	

町
議
会
第
３
回
定
例
会

7
日	

町
議
会
第
３
回
定
例
会

	

経
済
厚
生
常
任
委
員
会

9
日	

町
議
会
第
３
回
定
例
会

13
日	

決
算
特
別
委
員
会

14
日	

決
算
特
別
委
員
会

	

議
会
運
営
委
員
会

16
日	

町
議
会
第
３
回
定
例
会

17
日	

海
外
派
遣
事
業
帰
国
報
告
会

22
日	

例
月
出
納
検
査

23
日	

古
里
小
学
校
運
動
会

30
日	

庁
舎
建
設
委
員
会

	

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
対	

	

策
本
部
会
議

１
日	

氷
川
小
学
校
運
動
会

５
日	

青
梅
・
奥
多
摩
防
犯
の
つ
ど
い

６
日	

議
会
だ
よ
り
編
集
委
員
会

７
日	

西
多
摩
地
区
議
長
会
定
例
会
議

	

西
多
摩
地
区
議
長
会
議
員
研
修
会	

	

︵
オ
ン
ラ
イ
ン
開
催
）

10
日	

子
ど
も
国
際
交
流
音
楽
祭

11
日	
奥
多
摩
交
流
コ
ン
サ
ー
ト

16
日	
奥
多
摩
ス
ポ
ー
ツ
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル

　
　
　

山
ふ
る
音
楽
祭

17
日	

特
定
事
案
検
討
委
員
会

18
日	

東
京
都
道
路
整
備
事
業
推
進
大
会

	

︵
書
面
開
催
）

20
日	

例
月
出
納
検
査

21
日	

︵
一
社
）
青
梅
青
年
会
議
所
設
立
55	

	

周
年
記
念
式
典

	

庁
舎
建
設
委
員
会

22
日	

福
祉
大
会

	

井
上
利
則
氏
藍
綬
褒
章
受
章
祝
賀
会

24
日	

秋
川
流
域
斎
場
組
合
議
会
定
例
会

	

西
秋
川
衛
生
組
合
議
会
定
例
会

26
日	

町
村
監
査
委
員
全
国
研
修
会

28
日	

千
葉
県
大
多
喜
町
行
政
視
察

29
日
～
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願願
・・
陳陳
情情
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！！  

1122
月月
定定
例例
会会
でで
はは
、、
1111
月月
1155
日日
まま
でで

にに
受受
理理
しし
たた
もも
のの
をを
審審
議議
しし
まま
すす
。。
そそ
れれ

以以
降降
のの
受受
付付
のの
場場
合合
はは
、、
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回回
定定
例例
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でで

審審
議議
すす
るる
ここ
とと
にに
なな
りり
まま
すす
。。
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、、
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のの
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とと
にに
ごご
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意意
くく
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いい
。。  
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ずず
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以以
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のの
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。。（（
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次次回回 1122 月月第第 44 回回定定例例会会日日程程（（予予定定））  
  
議議会会運運営営委委員員会会  １１１１月月２２１１日日（（月月））  
本本        会会        議議  １１１１月月３３００日日（（水水））  

１１２２月月    ２２日日（（金金））  
６６日日（（火火））一一般般質質問問  

陳陳情情受受付付期期間間    １１１１月月１１５５日日（（火火））ままでで  
  
会会議議のの予予定定はは変変更更ににななるる場場合合ががあありりまますす。。詳詳細細
はは、、下下記記ままででおお問問いい合合わわせせくくだだささいい。。  
      
☎☎００４４２２８８（（８８３３））２２３３００２２（（議議会会事事務務局局直直通通）） 
 

 ≪≪

おお
詫詫
びび
とと
訂訂
正正≫≫
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前前
号号
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２２
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りり
」」
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でで
すす
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納
検
査 

21
日 

(

一
社)

青
梅
青
年
会
議
所
設
立
55

周
年
記
念
式
典 

庁
舎
建
設
委
員
会 

22
日 

福
祉
大
会 

井
上
利
則
氏
藍
綬
褒
章
受
章
祝
賀
会 

24
日 

秋
川
流
域
斎
場
組
合
議
会
定
例
会 

 
 
 

西
秋
川
衛
生
組
合
議
会
定
例
会 

26
日 

町
村
監
査
委
員
全
国
研
修
会 

28
日 

千
葉
県
大
多
喜
町
行
政
視
察 

29
日
～
30
日 

奥
多
摩
ふ
れ
あ
い
ま
つ
り 

31
日 

青
梅
商
工
会
議
所
臨
時
議
員
総
会 

                            

 

次次回回 1122 月月第第 44 回回定定例例会会日日程程（（予予定定））  
  
議議会会運運営営委委員員会会  １１１１月月２２１１日日（（月月））  
本本        会会        議議  １１１１月月３３００日日（（水水））  

１１２２月月    ２２日日（（金金））  
６６日日（（火火））一一般般質質問問  

陳陳情情受受付付期期間間    １１１１月月１１５５日日（（火火））ままでで  
  
会会議議のの予予定定はは変変更更ににななるる場場合合ががあありりまますす。。詳詳細細
はは、、下下記記ままででおお問問いい合合わわせせくくだだささいい。。  
      
☎☎００４４２２８８（（８８３３））２２３３００２２（（議議会会事事務務局局直直通通）） 
 

 ≪≪

おお
詫詫
びび
とと
訂訂
正正≫≫

  
  

町町
議議
会会
だだ
よよ
りり
前前
号号

（（
220022
号号
））
のの
１１
ペペ
ーー
ジジ
、、
奥奥

多多
摩摩
中中
学学
校校
体体
育育
大大
会会
開開

催催
写写
真真
のの
紹紹
介介
文文
中中
、、「「
２２

年年
ぶぶ
りり
」」
はは
誤誤
りり
でで
すす
。。  

おお
詫詫
びび
しし
てて
訂訂
正正
いい
たた

しし
まま
すす
。。  
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編 

集 

後 

記 

玄
関
の
汚
れ
が
気
に
な
る
の
は
、
住
人
よ

り
も
お
客
さ
ん
の
ほ
う
。 

町
の
観
光
ゴ
ミ
の
問
題
に
つ
い
て
、
観
光

客
の
方
か
ら
お
聞
き
し
た
例
え
話
で
す
。
住

人
に
は
見
慣
れ
て
い
て
も
、
来
客
に
と
っ
て

そ
こ
は
初
め
て
の
場
所
、
初
め
て
の
も
の
。

気
に
な
っ
て
し
ま
う
し
、
玄
関
の
印
象
が
そ

の
家
全
体
や
住
人
の
印
象
に
ま
で
影
響
し

ま
す
。
逆
に
、
住
人
に
と
っ
て
あ
ま
り
魅
力

と
思
え
な
い
こ
と
が
、
来
客
の
眼
に
は
貴
重

で
素
晴
ら
し
い
も
の
に
映
る
こ
と
も
あ
り

ま
す
。 

あ
り
ふ
れ
て
い
る
も
の
た
ち
の
、
何
が
価

値
で
、
何
が
課
題
か
。
足
元
に
あ
る
魅
力
や

問
題
に
眼
を
向
け
て
み
る
と
、
町
の
将
来
の

姿
が
見
え
る
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。
未
来
の
た

め
に
い
ま
何
を
す
べ
き
か
わ
か
る
か
も
し

れ
ま
せ
ん
。
ま
ず
は
手
の
届
く
と
こ
ろ
か
ら
、

例
え
ば
家
の
玄
関
か
ら
で
も
、
ま
ち
づ
く
り

は
始
ま
り
ま
す
。 

 
 
 
 

 

さ
あ
、
わ
が
家
の
玄
関
も
き
れ
い
に
し
な

い
と
。 

 

伊
藤 

英
人
（ 

記 

） 

森
田 

紀
子 

相
田
恵
美
子 

木
村 

 
 

圭 

小
峰 

陽
一 

 

町議会議員のメールアドレス一覧 
伊藤 英人 o9tama018@gmail.com  澤本 幹男 o9tama024@gmail.com 

森田 紀子 o9tama019@gmail.com  小峰 陽一 o9tama025@gmail.com 

相田恵美子 o9tama020@gmail.com  石田 芳英 o9tama026@gmail.com 

小山 辰美 o9tama021@gmail.com  宮野  亨 o9tama0027@gmail.com 

木村  圭 o9tama022@gmail.com  高橋 邦男 o9tama028@gmail.com 

大澤由香里 o9tama023@gmail.com  原島 幸次 o9tama029@gmail.com 

※町ホームページ掲載のメールアドレスをクリックするとメール画面に接続 

されます。 

監査委員からの指摘を受け、町議会では、積極的な町への要望等の収集に活用さ

せていただくことを目的に、町民がより気軽に町政への要望を出すことができるよ

うに各議員のメールアドレスを公表します。 

メールアドレスは、１１月５日以降、町ホームページの議員名簿欄に掲載します。 

演題「ＳＤＧｓの達成に向けた市町村議会の役割」（オンライン形式で開催） 

令和４年１０月７日、西多摩地区議長会主催の研修会が開催され全議員で受講しました。 
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